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序

秋田県には、私達の祖先が営々として築きあげてきた

な文化遺産が数多く残されています。

このたぴ、大館市を通る国道103号道路改良事業に係わりと

野遺跡が発掘調奈の対象となりました。

調査の結果、縄文時代前期~後期の緊穴住居跡、袋状@フ

ラスコ状土坑からなる集落跡、及び該期の土器、石器が検出@

出土したほか、本県では例の少ない擦文土器が平安時代の竪

穴住居跡から出土しました。 擦文土器は、その分布の中心を

北海道におくものであり、当時の文化交流を考えるうえでも

一級の資料と思われますの

これらの成果をまとめたものであり、地域の歴史

や文化を学習 e 研究する資料として、多くの方々に御利用い

だだければ幸いに存じます。

最後に、本調査及び報告書作成に際し御協力いただきま

した秋田県土木部、北秋田土木事務所、大館市教育委員会、

はじめ関係各位に対し厚く御礼申し上げます。

平成 4正子 3月10EI 

秋田 之斗
コミ

橋本顕信
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1 本卒報i良t告書は、 国j道立103号j道亘路改良事業に{係系る一1--野j泣立山E尚跡荷亦;の発J制)/l¥川1¥剖千在t幸報i技iι抗仔ftf告:J九力汁l九VTli「令工?-
1目出11 { 2 1白3然科学的分析は、 }炭主{化七村材-の!同k司4むう定ιを、 /パぐリノ 皐サ一ウヴヴ、い、エイ 1株4朱よ式会;引社!上:に:業主主三勺j務穿安lι:記tし、 その、宇刊印

f合?去「を拘f載民した ο また幻欽;製iJI:h日i日Jι)11

を巻末に掲裁ししずている。

3 J4ftならびに本報告ミ!?の FlJfJ二にあたって、次の方々から十日j淳.JJ)J dをIl詰った u (Wl ィ~[1 iJ ) 

紋橋範芳(大館市教育委員会)、 秋元信夫・藤井公正(施fiJrU教育委H会)、 y也川町一郎 (ll1-

l司法人北海道J'I!蔵文化財七ンター)、久保 長(松nilffiT教行委日会人山 宏IUJ (余，UlIIf敦子f

員会)、大白秀俊(IJ 、樽 rU教討を 1-1 、三~i[ì ! ~介. [i'liJ 11 rl，'}:・ ;J:J柴山人 a 本村山(.，'j1~1~: Ij，~ 

J~~.Ii'古文化財調査センター)、大津正己(たたら研究会、新 1I 二十三製織株式会社)

4 ~4三報告 iiZの執半:は、山i析 守:が行い、イ 1・ I11 立…\小山 IJ~; 室、 )J'~ih'{d KJ引の!お:)Jを1:}たU

S 調去に係わる総ての資料は秋川LiiL士山

凡例

l 本幸ヰlこ l!'{持した存主~WJI女l に{，Jーした }J{立は X系による!ろiサJE北を示す。

2 本報告書に11りました泣構実i[!iJI玄!の縮尺は1/却を!示日IJとし、 j白'i'0/20、1/60紺J}ミも力1Iえ、そ

uぞれスケー 1しを付している。

:3 4~報告書に l['{載した泣物実ìWJIχ!の縮尺は、縄文土;:5 ・ {13・1深石器は1/4、平安時代の

j立物及びj二:6ií'4íi影は 1/3、剥)-~::rÎ~ifは l/2であり、それぞ、れにスケー n" を付している口

4 本報告書挿図 '1 1 に使用した土色表記法は、農林省農林水産技術会議事務局、 ll~下司法-人 11 本

色彩研究所色票監修 r新版標準土色rlJrlIJJ に拠った。

5 挿図中の遺物実iHlJ図には器種を間わず通し番号を付した。それらは図版中の遺物写真の番

とも対応する。

6 j-J再三1:記は基本層位にローマ数字を用い、遺構埋土にはアラビア数字を用いた。

7 j宣1背番号は検出}1111に連番としたが、精一夜過程l~において欠番となったものもある 0

8 遺構の種別を表す略号は以 Fの通りである。

S D..…-帯状皇:十品 S 1…ー

SK......土坑、 7ラスコ状二i二坑 SN......屋外炉、

9 挿図仁十lに使用したマーク、スクリーン・トーンは以下の通りである。その他については、

個々に凡例を示しである】

巳地山 口焼上 炭{じ物 0--1-.器轟石器

- II 一
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推定されるj立跡範囲

(À枠内:調査筒[J~ ) 

遺跡周辺地形図第1図



第li'1ii 党11tH調奈にEifるまで

第 1章はじめに

第 l節発掘調査に至るまで

[Ji[道 103~チ道路改良建設事業(通称大fl宮市バイパス)は、大館m-I Li官官~+二所間が既に終わり

供用されているが.J<Li'l3r[i)'i-111 ~ 111館問の全長7，677mについては未開通である。この予定線は、

111宣伝から萩野Tiまでは奥羽山脈から大館市東部に延びる LL!地から速なる台地上を通り、

より北間部では rli1封j:lli をけて~qJ存u也をって n-uJ の白 i也!二に j邑ずるものである。 日各線のうち

11I 酔;から萩野J'tì にポる間は、標 ï~~';î70~90mの段正縁辺部にあたり、昭和60年度の分布調査で 8

回、の存在が干1)IlJJしているのこのうち昭和61年度J土、上ノ LL!1 .上ノ IUII .糾釣思 111王岱遺跡の

4ケ所ーにつし、て純IJI'j時認調査が行なわれた。これを受け、fJB手1162年度に 1--ノI1I1遺跡、上ノ山

口遺跡、及び、IU王岱j立跡の一部(東側部分、第 1次調査)の発掘調査が実施され、翌年に調査

. ;t既宇fJ.を刊行している。昭和63守可変に入り、同改良事業のまト[[I]j変更が、拡幅という形で

ボされ、目白和62年度に発掘調査を終了した 3遺跡(調査区)の周辺部調査の必要が生じること

とな勺た。このため、平成元年 5月から上ノ 111II 遺跡を、同年 7月より山王岱遺跡の第 2次調

査を実施したυ 同年山 =r~岱遺跡と池内遺跡向の詳細分布調査が実施され、池内遺跡よりの台地

紋辺部に縄文時代の遺跡が所在すことを硲認した。小字名から上野遺跡と命名された。調査対

象範囲が不明確で、あったため、平成 2年に再度範問確認調査を実施、路線内では2，830m2がその

対象となることが明らかとなったものである。

第 2節調査の組織と構成

所 在 地 秋出県大館-rli池iコγy:上野270外

調査期間 平成 3:fF-8月191二I~ll 月 22 日

誠一?を目的 国道103守道路改良事業に係る

調査面積 2 ， 8 3 0 111' 

調 杏担当者 高橋 学(秋田県埋蔵文化財センタ

石)11 真・(秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員)

総 務 担 当 佐田 茂(秋田県埋蔵文佑財センタ

佐々木真(秋田県埋蔵文化財センタ

調査協力機関 秋田県土木部北秋田土木事務所、大館市教育委員会社会教育課



第 2章遺跡の立地と環境

第 2章遺跡の立地と環境

第 1節遺跡の位置と立地

上野遺跡は、秋田県北東部の大館市池内に所在する。位置は、北緯40
0

15'15"，東経140
0

34'30"、

JR奥羽本線大館駅の南南東約3.8kmで、ある。 遺跡の占地する上野地区は、大館市東部に

る高森 u布:抜:593m)を中心とする山地の西縁にあたる。この山地には大小の沢が形成されてお

り、本遺跡に係わる.沢として西から東に切れ込む餌釣沢が南販を画し、餌釣沢ほど発達は示し

ていないものの、北限には柄沢が位置する。 2つの沢に画された台地は必然的に東西に長く延

ぴる。遺跡はこの台地の南西端にあたり、標高は70m前後である。台地の前面(南面)には沖

積地が広がり、その比高差約15mである。

遺跡は、地質的には第四系火山噴出物からなる関上段丘面に立地する。土壌図から読み取る

と、本遺跡ののる段丘面は、黒ボク土壌(鯉測統)からなる。

第 2節周辺の遺跡

第 2図に示した本遺跡を中心とする東西約13.5km、南北約18.5kmの図幅中には、縄文時代~中

世・近世の遺跡が124ヶ所周知されている。この内、本節では過去に発掘調査された遺跡、上野

遺跡周辺の遺跡に限って一覧表として掲載する。なお地図の番号は、 1991年刊行の r秋田県遺

跡地図(県北版Lnに載せられている登録番号であり、頭の 4は大館市を、 12は比内町であるこ

とを示す。 A-Cは、遺跡地図刊行後に周知された遺跡であり、 A、Bは1991年に由田地区農

免農道整備事業に伴う発掘調査が実施された上聖遺跡、家ノ後遺跡であり、 Cは1990年に上野

遺跡同様国道103号道路改良事業に伴い発掘された餌釣遺跡である。

なお『遺跡地図J によると、周知の遺跡「餌釣舘J (4-69)には、大館市で調査を行った山

王台遺跡、秋田県が調査を行った山王岱遺跡が含まれている。

つ
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第 2章遺跡の立地と環境

大館市

第 1農上野遺跡周辺の主主:遺跡一覧

番号 遺跡名 所在地 時 代 時 期 イ蒲

A 上聖 曲田字上聖 縄文(前~晩)

B 家ノ後 曲田字家ノ後 縄文(中~晩)

C 餌釣 餌釣字館 縄文、平安、中 i企

4 -13 福館橋桁野 福館橋桁野 縄文(前・中・晩〕、 文献2

4 -44 片山館コ 片山 3丁目 続縄文、中世 文献3

4 51 諏訪台C 大茂内字諏訪台 縄文、弥生、 |丈献4 I 

4 -53 I塚ノ下 茂内字塚下 縄文(前・中)、平安 文献5

4 56 玉林寺跡 茂内字鬼ケ台 縄文(中人中世 文献6

4 -65 間道下 田道下 縄文(中・後)

4 -66 革支ノ台 I 小館花字萩ノ台 縄文(中・後)

4 -67 萩ノ台 II 小館花字萩ノ台 縄文(前・中)

4 -68 池内 池内字上野 平安

4 69 餌釣館 餌釣宇山王皆、 縄文、平安、

(山王岱'111王台) 柄沢宇山王台 中世

4-71 山館上ノ山 山館宇上ノ山 縄文(早~日免)、 平安

4 -120 沢口 曲田字沢口 縄文(後) 文献10

4 -121 鳶ケ長根II |軽井沢字新長根 縄文(晩) 文献10

4 -122 鳶ケ長根m 軽井沢字鳶ケ長根 縄文 (日免) 文献10

4 -123 鳶ケ長根IV 軽井沢字鳶ケ長根 縄文 前、後、晩)、弥生 文献10

4 -125 芋堀沢 餅回字根下戸道ド 縄文(前、中) 文献111

比内町

12-7 I大日堂前

12-12 

12-13 

谷地中館

細越

谷地中宇谷地中

笹館宇細越

[文献12

安
一

平
一

劃
一
劃
一

主
役
一

得
一
崎
一

文
一
文
一
安

縄
一
縄
一
五
l

文献15

文献16

文献17



第 2節周辺の遺跡

丈!拭

if'[lqj立 103りす立路改良 'Jf，業に係る mUi~主文化財発掘調査報告書III 餌釣遺跡 J 秋田県教育委員会

]991 ヤド}JX;3年)

2 [i制官IiJ立物~台地、椛桁野照穴住居:J.:IJ~発掘調~fl\正予Il.~大館TI1 1973 (昭和47年)

1 リゴ!日di)¥・111 I if(iコ」先制調布陣i!?書 第 1:}江大館市編さん委員会 1973 (昭和47年)

リdfl川iJ '，'111 f':fiiiコ」発侃剖究報告書 第 2次』大館市編さん委員会 1974 (昭和48年)

ii')"I Ilfliiコi立!c亦発{JI1¥調子t'(，!i. 秋山県教古;委員会 1990ドIz成 2年)

4 u'i¥ItZ，Wfi C;立跡発掘調布報f金書』秋EH県教育委員会 1990 (平成 2年)

5 11以ノ I，'.i立跡発fJHl調布報??ゴ:j秋山県教育委員会 1979 (昭和同年)

6 u' U末、千回、先制調子E報;if子j:』大館市教育:委員会 1986 (l昭和61年)

7 iî' i也 I)、-J j立 W~; ，i l 大宮[íキ 1: ， ~':j校全一1: 会式il) 1973 (11百和48年)

8 111主li立10:3'，)-道路改良事業に係る理誠文化財発掘調査概報 IIU:_岱遺跡 』秋田県教育委員〆会

1988 (lI(i和631r)

けidrrrUIIIJ:_古j立跡発.fJ:ll調査報音書』大館市教育委員会 1990 (平成 2年)

9 ù" 伺 j立 103~J大宮古Ihパイノ fス建設事業に係る埋蔵文化財発腕調査報告書 1 上ノ山 1 . Jニノ山口

j立回'-J1秋FlIUr~教育委只会 1988 (昭和63年)

IT'[耳道103サ道路改良卒業に係る開j歳文f七財発tJi!l調査報告書II 上 FノUlII 遺跡第 2次調査一』

秋日IU早教育委員会 1990年(平成 2年)

lI[i[道103号道路改良事業lこ係る埋蔵文化財発掘調査報告書IV-上ノ山 I遺跡第 2次調査 』

秋田県教育;委員会 1991 (平成 3年)

10 IT'同道l(s号J涼ノ〈イノ七

11 

12 IT'大汀

秋田県教育委員会 1981 (昭和56年)

大館市教育委員会 1972 (昭和47年)

比内町教育委員会 1982 (昭和57年)

13 11味11曾内地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書一袖ノ沢・横沢遺跡一』

秋田県教育委員会 1989 

比内町ー教育委員会 1973 (昭和48年)

比内町教育委員会 1973 (昭和48年)

比内町教育委員会 1978 (昭和53年)

比内町教育委員会 1976 (昭和51年)
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第 3市: 発掘調査の概要

第 3章発掘調査の概要

第 1節 遺 跡 の 概 観

上野遺跡は、東から商に延びる台地の舌状部先端に位置する。調査前の観察及び範囲確認調

査において、調査対象区のほぼ中央に北から i告に向かつて関析されている小さな沢(沢 1と仮

称)の存在を確認していた。調査の結果、この沢は二又に分かれていることが明らかとなった

(沢頭が南に向く部分を沢 1A、東にluJく部分を沢 1Bとする)の調査前の観察で、は見vミだせな

かうたが、沢 1の間約50mにも堀切り様の小規模の沢が形成されていることが判明した(沢2

と仮祢)。ちょうど台地端部が馬背状に細くなる根本の部分にあたる。 2つの沢により

三分された形となる。調査後の沢の位置は、第 4凶遺構配置図を参照いただきたい。沢 1を合

む東側を調査区東部、沢 1と沢 2の間を調査区中央部、沢 2以西を調査区間端部とする。沢部

以外はほぼ平坦で'あり、西端部で標高68~68.5m 、中央部で68 盟 5~69. 5m、東部で69.5~70.3

mを計測する。沢の現地表面から底部までの深きは、沢 1Aで1.85m、沢 1Bで2由、沢 2は

ネヲ1.5mである。

ところで、上野遺跡の調査範囲 1図太枠内)は、そのまま遺跡の範問としてはほ認定で

きると考えている。それは範囲確認調査等によって調査範凶の東側には遺構・遺物の分布が認

められず、北・西・南西端は地形的に画されていること、南東端は、遺構ー遺物の分布が極め

て粗いことから第 1図網点部分を遺跡推定範囲として把えることができる。

遺跡の現況は、その全域が杉林、雑木林となっている。

遺跡基本層位は、東西を51ライン、南・北をMJラインに士層観察用ベルトを設定し、ここで

観察を行った。第 3図には、沢 1に係る部分を図示した。これに従うと以下のようになる。

1 -a層:黒褐グ色土 (10YR2/2)表二i二。締まりあり 0

1 -b層 : 黒 色 土 (10YR2/1)締まり上位ほどあり、下位で平安時代の遺構・遺物確認できる0

II a層:褐色土 (10YR4/4)浮石を多量に含む

II-b 層J明黄褐色土 (10YR6/6)浮石を主とする層。純層に近い。 t尺1Bで'18cm。

III-a層 : 黒 色 土 (10YRl.7/1)粘性あり、混入物ほとんどなし、縄文中~後期の土器出土O

層厚最深80cm(沢 1A)。

III b層 (10YR3/2)締まりは a層よりやゃあり、地山粒子を現状に

III c層:暗褐色土 (10YR3/3)地山漸移層。地山粒子・小ブロックを b層より多く含む。

IV 層:にぶい貰援色土 (10YR6/4)~明寅褐色土(lOYR6/6) 地山土、

() -
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ftb 3 J1-主発iJ:l¥調itfの概要

また台地平:l:li.wiでは、全体的に

程である。間層は沢吉1$のIII-c厄:

第 2節調査の方法

( 1 から地山Iui (IVJM) までの肘がなく 20~40cm

する地!L! iiI再移層 I枚である。

発掘調査は、道路計画路線の中心杭No.l 43 を~j!~l.l: とし、これと rr')L¥;f/C NO.145を結んだ線を仮

とし、 これに るj誌を南北基線とし、 4m 4mの方眼杭を打試してのグリッ

1，";去に拠った o HH1~杭には、東西方向に らMA.MB.MC -- MS.MT.NAと

アル 7 ァベットの祁み台わせをあて、市北方向には、市から北に liJJかつて外Jil日となる述杭した

つ をあて、そのl両を組み合わせて弁グリッドを[1乎ぶこととした o JiHR杭に判iまれたグ

リソドの名祢は、その市東隅に る杭のアルマァベいノト a数 J子の組み合わせをあてている ρ

基点である NO.143中心杭をl¥1A50としたのなおiH北基土、北から東に 7"1 7' 54"íh，~してい

00 

検出した その種別をI'I~' を付している。番サ京録の{麦、遺構と断ずる

できなくなったものについては、これを欠番としている。

j立j非の突imlJi土、 4m毎のグ lJッド杭を利用しての簡易泣方iHlJ出:を用いている。その他、

などの調査の記録方法については、秋田県埋蔵丈f七IHセンターで実施している庁法に準拠して

いる。

遺物の取り ついては、現場で遺物 1}，~(あるいは 1 個体の平面位置 (x.y座標)、

を台市長に しておき、 ノ七一ソナルコンビュータを利用して「遺物

出土地点国」を作成した。作成に使用したプログラムは、吉田真氏作製の『遺物管理プログラ

ムver・l.Ocll である。

第 3節調査経過

8月19口、

る方々

20日、

以ドは調査日誌からの抜粋である。現場で発掘作業に してくださ

などの説明を行う。午後より調査区内の下草刈り、雑木等の撤去を

るグリッド杭打設が始まる。犯行、調査区北東部より粗掘り開始する。基

本層位観察用ベルトを設定する。グリッド杭打設完了。 29日、調査度中央部南側でも粗掘りに

入る。 lVIH46グリッド I と忠われる破片出土。 30日、1¥IK48グリッドで竪穴

住居跡と思われる円形プラン確認、 S1 01とする。

9月2日、調査区中央部~東部(沢 1を除く)全域で粗掘りの手が入る。調査区東部は剥片

- 8 -



第 3節 調主主経過

の出土多い。 3日、 MM48グリッド周辺にて長さ 10m以上の構あり、 SD02とする。 5日、 S

D02は羽田以上ありそうである。粗掘り続行。 9日、沢 1掘り下げ、沢底面より縄文土器出土

する。 10日、大館神明社のお祭り。粗掘りと並行して遺構確認のための精査を実施。沢底面よ

り石匙 2点出土。 11日、 51ライン以南の粗掘り終了。

17日、lVIH54グリッド II居上面で白色粘土と焼土を検出。 MA54グリッド I層下回で石組炉

と思われる遺構確認する。 19日、雨のため沢部以外の粗掘りを行う。 24日、稲刈りのため欠勤

多い。 17日に確認していた石組炉は 2組あることが明らかとなり、住居が少なくとも 2軒は重

しているようである (S1 18・19)025日、沢 1B底面で焼土の分布 (SN24)あり、周辺よ

り内外商に縄文が施丈されている土器片出土。

28日土曜日、本日明け方 5時頃、台風19号通過に伴う強風のため、プレハブ造りの事務所兼

器材収納嘩及び作業員休憩所の 2棟が土台ごと吹き飛ばされるの強い南風を受け、北側の沢内

(高低差約10m)にもプレハブの部材、器・機材-など一面に散乱する。台風の去った午後より

出勤簿、図面などの重要書類のみヲiき上げる。ロッカーに入っているカメラ、レベ/しなどの器

材は鍵が行方不明であることと、二次災害の恐れがあるためそのままの状態で放置する。

30日、プレハブは原形を留めない状態であり、危険で、近づくこともできない。周辺に散乱して

いる各自の雨具などを回収する。事務所にあった机は脚が折れ、ロッカーに入っていたカメラ、

交換レンズ、レベルなどは全滅、カ、、ステーブルは折れ曲がり、未使用のフィルムも水没し使用

不可である。

10月 1日、昨日に続き台風災害の後かたづけ。電話線も切断され使用できない。 3日、未だ

に調査に入れず、調査区内に倒れ込んできた杉木、枝葉の除去を実施。 4日、本日より調査再

開。有り合わせの材料で機材収納の小屋を建てる。プレハブ再.建の目処はつかない。

10 月 14~16 日は、鹿角市天戸森遺跡の範囲確認調査のため、本遺跡の調査は一時中断する。

この間に同じ場所にプレハブが再建される。 22日、再び電話が使えるようになる。 23日、沢 1

大湯浮石層直上で把手付土器、刀子片出土する。この周辺ほほ同一レベルで焼荷、炭化材など

もあり、何らかの遺構がありそうである。 24日、焼土、焼石、炭f七材ーのまとまりは 3箇所あり、

S X38・39・40とする。 SX38ではヘラ書き文様のある土師器出土(後日、擦文土器であるこ

とが判明)025日、 SX39・40は沢の窪地を利用して竪穴状の掘り込みを伴うようであるの

28日、調査監中央部東端(沢 1寄り)で竪穴状の遺構確認、 SK 143とする。 S1 10掘り下

げ、石四炉あり、廃棄時に石の半分は抜き取られたようである。 29日、沢 l内の SN39は竪穴

(S 1 40と改称)の;0-組のカマドであることが判明。 30日、 SK 143は、石凶炉確認を受け、

小規模な竪穴住居跡となり、記号を S1とする。 31日、鹿角市教育委員会秋元・藤井氏ら来跡、

縄文時代の竪穴住居跡についての教授を得た。

9 



第3"0申 発書量調査の慌要

11月I目、本日までのi立関数は61.S J 40力守 ド脇で~，防土G;1tB土、撚文 1:総のようでんる.

5目、 S110・43炉の'り:見|制景品を行う.S J 101;1:プヲン ィ、問機ながら喰f~.巡る。ニØ')~tftlll に目I}

の鴻あ 1) 、別め費量火{芋伊~~:か. 本円より王):~伐1tなどの関係で調査に入札ないて・いと州餓出品の

鋭説。Jにようや〈耳{'JI卦かる.6円、初1富島幸リる S 140:官土の鉄製品などI/IO'jt刷I可作成の

後、取q上げる. 7目、 S110の主位穴{ま4本でゐることが判明.

11 1:1 、 一時雪f~様. 調!"tI>(西潟書~tIllll) :;t { ， ジコレンがけして遺憶を係必ずる N後凶i械

の測りには湾総数多L、. 1 2n 、本日までの;!i-，総数88. 州総書~継総隔の)j:11撮り J太月i11櫨 1，れずに

入品。 S](70から1t';"，).を(.Jす，13円、 F自の中、ワ号スコ状上J1il回1)下げを続行する. 14r1‘5 

140j苦掘写真後、大7場停イiJWを除去する。i'?-平j下の:.t¥f!!. 1:からイ11週炉 (SN65)と地 l:iJil甜(S

N66)検出.l' 1]までのi1i1輯f;:92.15目、銭。}ー時吋.;却資灰'1]央ー東部iの迎締約先(j(l'終 f

L， 1':カを薦議書E綜従に聞ける 18日、全景写真織彫をlTう j也元緩阿佐2tt取"のため米静.

19日、調を区西2監部ilt初制。)Flf、続1lIIt:l:4位取付で米除 20日、遺構数112となる。2][1，tf! 

形凶作成に入る。22目、判資l正両端部SK123の鱗奇終 fを以て上野遺跡の税地でいの制作を完了

した。

台風19~}に rÞ う強風で倒崩したプレハブ

ー 10 幽

写fI古上に人々が
IL今ている地滑に

プレ，、γr:l嘩ゥてL・rニ

牢A在n'1'蒋南
台が作畢'1m内

プレハブだ勺た

• 



調査区区分図

第3節調査経過
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第4章調査の記録

4 の記録

第 1節検出遺構と ILl-i土遺物

上野遺跡で検出した遺構は、縄文時代の竪穴住居跡13軒、屋外炉 2基、焼士i立構 3)去、 +t/L.

フラスコ状ニi二坑73基、 j蒜状j室構 1条、平安時代の竪穴住出跡 1wr、焼..I-_i立十iW1 

期不明の焼土遺構 1基、 j存状遺構17条の計112遺構であるの

遺構の分布;土、調査区南東側を!往くほぼ全域に認められるが、縄丈代のつラスコ:[たI-.l/Lは、

及び)iJi.J，'苛lh}:

沢 2 以~iの言:jK台地先端部に集 11 1 し されている。また平安時代のj立問は、沢 1内に，fWJ
O築

されると Lミう 立地を示している。

以下、遺構の記述における検出位置は、沢 1を含む東側を調査!メ:東部、沢 1とが(2のIIUを調

杏区中央部、沢 2以西全調査区間端部とする(第 4図左上参照)。

l 縄文時代の遺構と;遺物

設;期の遺構は、全体として見れば調査区間端部に集qlしているが、地!f;1主!と重ねてみれJ工

台地の紘辺部に集中し、中央よりには末Itit、分布を示す。写穴住}首跡だけに討を I['Jけると、ほほ

している例が多いものの、それぞれの竪穴住居跡は20~40m紅の !1f]隔を保って

している点を特徴として挙げることができる。

( 1 )竪穴住居跡(第 6~ 14園、図版 5~11) 

竪穴住居跡は、

S i 0 1竪穴住居跡

3軒、 111央部で 6r[fF、西端部で 4軒の計汗を検出した。

6図、図版 5) 

中央部、 l¥IIJ 48・49グリッド I層下位iで確認した。北側でSK62と

IFl関係は (IFI) S K62→ S I 01 (新)となる。

しており、組J

規模は、径2.8mの円形を る。北側で一部プランが不明確なのは根による撹乱を受けてい

るためである。確認副から床面までの深さは10側面j後である。床面iは平坦で堅くおiiまっている。

推定床而桔は、 5.78m'-て、ある。柱穴状のピットは、住居内外から 44-:碍認しているが L-，原を想

し得る配列にはならない。

カii土、住居東側の壁に接する位一置で線認した。いわゆるむ官i複式炉の形態を示す。 UJ宇:[犬

の掘り込みは長さ1.05m、r)J日0.65m、床面からの深さは 3~ 8 cmと浅い。京端部に 2本のどノ

ト (P2・3)が取り付く。石間部は西端部で現位置を保っているが、北・東側は不明瞭で、

石図が「口」の字形となるのか「コJ の字形となるのか明らかではない。石間部と掘り込み部

つ山1i
 



第 l前i 検出遺構と出ーイ:遺物

の底聞のレベルは同一で、段差は認められない。石は河原石を用い、火熱のため赤変しているが、

-壁面は肉眼上ではその痕跡は確認できなかった。

遺物は、床面直上より縄文土器(第16図 2)、石器(第四回29)が出土している。

S I 1 0竪穴住居跡 7・8図、図版 6・7) 

調査区中央部、1¥I1Q52・53、1¥IIR52 

グリッド I層下面で確認した。北側で

S 160と重複し、確認状況から判断す

ると、(旧) S 1 60→ S 1 10 (新)とな

るようである。

規模は、佳あるいは一辺が 4m前後

の円ないしは隅丸方形を ると思わ

れる υ 様認面から床面までの深きは20

~28cm となる。 は部分的にでは

あるが溝が巡る。その!幅 8cm前後、深

さは 3~ 8 cmて:、ある。床i立iは平坦で、堅

く締まっているが、炉の位置する南東

側は長さ 2m、幅1.7mの範囲で一段ド

がっている。その差は 5~ 6 cmである。

この部分は特に堅く締まる。

¥ 

η(U 

。

101 

心/11」

。/(番号のみ回目す)

1史 o 1:300 10m 

54 J戸5 56 57 58 59 

第5図 調査区西端部遺構配謹図
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第 4主主 調査の記録

床面上には柱穴が 4 本 (P1~4) 並ぶ。 1 本あたりの径あるいは一辺は25cm前後の円・楕

円形を示し、床面からの深きは P4の34cmから P1の52cmまで、しっかりした掘り込みであるの

柱穴開の距離は、 Pl-2とP3-4間で2.5m、 P2-3とP4 -1間が2.3mと規則的で

ある。

炉は、床面中央東側で確認した。一辺65cmの略方形の石図炉である。 j~. 北側の石は抜き取

られていたが、残存する~.は砂岩系の~-を長方体状に )JII工していた。火熱のため赤変し、ボロ

ボ口の状態であった。!炉と東側の壁の間には立訂を伴うピ・ソト (P 8) と壁を切り込む11ラで楕

円状のピソトが 2本 (P5・6)配されている。立石は床開からの高き22cm(石の長さ29cm)

で石頭部は赤変していた。これら立石とピットの位置関係から炉に伴う施設であった可能性が

考えられ、そうすると、立石を伴う石間複式炉と言えるかもしれない。

遺物は炉の南側、 P2と炉の間に比較的多く出土している。第訪問 3は、炉の南側から一括

て;'，tf:l，土した深鉢形土器である。

SI60AeB竪穴住居跡(第 7図、図版 6・7) 

調査区中央部西側、 MQ52・53、JVIR52・53グリッド地山面(IV層)で確認した。 S1 10と

重複し、これより旧い。また本住居跡も 2時期あり、(I日) S 160B→ S 160A (新)となる。

規模は、残存する壁構より A住居跡が東西長2.4m、B住居跡が東西長約2.8m、南北長2.4m以

ーとの円なしミしは楕円形を ると見られる。 溝はi幅5~ 8 cm、確認問からの深さ 4~ 7 cmで、あ

るが、 A住居跡の西端部のみ18cmと深くなっている。

これらの住居跡については、柱穴、炉などは一切検出されず、 S1 10構築に際して削平され

たと想定できる。溝内から遺物は出土しなかった。

S I 1 8竪穴住居跡(第 9・10図、図版 7・8) 

調査区東部、 MA53・54、lVlB 53・54グ1)ッド I層下面で確認した。 S1 19とSK17、 SK

22と重複しており、確認状況から、(I日) S 1 18→ S 119→ S K17' S K22 (新)となる。また

本住居跡の西側に S125が重複する位置関係で存在するが、その新!日は不明である。

規模は、柱穴と一部残存する壁溝から判断して、南北長4.1m、東西長4.6mの略円形を呈す

ると見られる。推定される床面積は約14ぼである。 本住居に伴うと考えられる柱穴は P5-P

16の12本である。 P11 ~15は近接しているが、他は 1 -1.9mの間隔をおいて廻っている。基本

的に、 P5と6、P7と14、P8とP11-15の内の 1本、 P9と10の 4対 8本が主柱を構成し

ていたと考える。各柱穴はその径あるいは一辺が15-32cmの円・楕円形であり、床面からの深

さの平均は29.6cmである。壁溝は、その幅 5-8 cm、深さ 3-5 cmにすぎない。

炉は、住居中央やや南側に位置する。「ロ」の字形を呈する石間炉である。北・西側の石は抜

き取られていた。大きさは東西にやや長く、長さ73cm、i幅63cmの長方形となる。石は棒状の河

- 14 -



第 l諒j 検出i立構と !:Hゴニi古物
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(寄りはj立物番号に対応)

。

F 
、---、

SK62 
1 泌色OOYR4/4)粘質土
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※シ1レトnJ二は認められず、人為的に埋められた

と考えることができる

三 69.500m
D 

~69.500m F S101 
1 黒尚色OOYR2I3)地山粒チ斑状にやや多く、炭化物少量含む

2 1済制色(10YR3/3)締まり弱、地山粒子I届より多く、炭化物も

少量合む

SIOl炉
1 黒褐色OOYR2/3)締まり弱、炭化材(物)多く合む

2 If膏制色(10YR3/3)締まり強、焼土をやや多〈含む

ハU
l
-
-
t

1:40 
2m 

第6侶 S 101竪穴住居跡、SK62土坑

原石を用い、南側の石は 2段に積まれていた。炉内に向く石面は火熱で赤変しているが、底面

は肉眼では顕著な赤変は認められない。

炉を構成する石には本来の機能を果たした後に転用されているものも含まれている。第21図

34の台石は、炉東面の石として再利用されていたものである。

5 I 1 9竪穴住居跡(第 9・10図、図版 7・8) 

調査区東部、 MA53・54、MB53・54グリッド I層下面で確認した。 S1 18、SK17・22と

の新旧関係は前述の通りである。

-15 -



第 4章調査の記録

規模は、柱穴と一部残る周壁と壁溝から、南北長約3.5m、東西長約3.2mの略円形を呈する

と想定できる。推定床面積は、 8.95ぼである。柱穴は P1~4 が該当しそうであり、径15~20

cmの円形を示す。床面からの深さは P1が 6cm、他は22~36cmで、あることと柱穴配置から

は、 P2~4 の 3 本であった可能性もある。なお P17は本{主居に伴うのか、 S 118に伴うのか

明らかにできなかった。壁潜は!隔 6cm前後、深さ 3~ 5 cmである。

炉は推定される南東側の壁よりに位置する。現状で「ニ」字形を示す石間炉である。原形状

は不明であるが、抜き取られた石の存在と炉下の掘り込みの形状から北側に関口部をもっ「コ J

字形の石間炉であった可能性がある。

遺物は、 SI 18・19t.，、ずれに属するか明らかではないが、住居北東側、 SK22と重複する田

辺でややまとまって出土した。接合の結果、ほぽ 1個体に復元できた。第16図 51土、推定口径

20cmの深鉢形土器である。文様の施文ゴi慎序は、粘土紙貼付→PJJI予科突→LR縄文→沈総→磨消

となる。内面は丁寧なミガキである。色剥は明褐~褐色を呈す。また第21図33は西田南側のが

石として手IL用されていた担i石である。

5 I 2 5竪穴住居跡(第 9図、図版 7) 

調査区東部、lVIB5:3 . 54グリッド地LU面で確認した。 SI 18噂問、 SK17と重複する

係にあるが、その新16は明らかではない。ただこれらと重複する箇所で壁溝などを一切検出で

きなかったことから、 SI 18・19構築に際して削平された結果と判断することもできょう。

、西側の壁溝の一部と地床炉を検出したに留まり、規模は不明であるのリ:rIが住居の

西端に取りf寸く形態と見られる。 溝は、 rlJ話6cm前後、深さ 5cm前後、炉は、長さ70cm、幅58cm

を計測する。 遺物の出土はない。

5143.55竪穴住居跡(第11図、図版 8・9) 

調査i玄中央区北東部、 MK.ML54グリッド I層下問で確認した。 S143・55と重複してい

るSK51・52の新|日関係は、(1日) S I 55→S 143・SK52→S K51 (新)である。

S 143は、径1.85~ 1. 95mの円形を呈している。床面積は2.57m"となる。確認面からの深さ

は36cmである。床面ほぽ中央部に長さ1.3m、{幅1.15mの略円形の土坑様の掘り込みを行う。そ

の深さは14cmである。これは S143と別の遺構(竪穴)ではなく両者一連の施設-2段構造の

床面 と理解している。一段下がった床I雨の東よりに石間炉を構築している。

石間炉は一辺が60cm前後の方形を呈する。他の炉に比べて抜カ通れている石の割合は低い。石

は清原石を用い、西側のみ30cm近くの棒状の石を、他は拳大の:行を使用している。それぞれの

石は火熱を受け赤変している。

遺物は、理土中より磨石が2点(第21図35、36)出土したのみである。

S I 55は、北壁を根の撹乱により失われているが、南北長約2.9m、東西長2.4mの隅丸方形

- 16 -
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第 4主主 調査の記録
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SI19炉
l にぷい黄褐色OOYR4/3)炭品物ごく少量、地山小ブロ

ツク少量1"tむ
2 11音潟色 OOYR3/4)炭化物少最、地山粒子やや多く'ê~む

3 黒補色(lOYR2/3)炭化物・地LL!粒子やや多く合む

(番号は造物書号に対応)
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川
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i
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第10国 S 118.19重量穴住居跡炉

を呈すると考えられる。炉、柱穴、壁溝は認められない。なお住居西側の焼土の分存は、 S1 

43廃棄後最上層に投げ込まれた(9層)ものであり、直接的にこれらの遺構群とは係わりない

と判断できる。 遺物は認められなかった。

5 I 8 (J竪穴住居跡(第12図、図版 9・10)

調査区西端部、 NE55・56、NF55・56グリッド I層下回で確認した。 S187、SK98.104・

105・109・119と しており、(I日) S 187、SK105・119→ S180→ S K104 (新)は明らか

であるが、 SK98・109との関係は不明である。

規模は、径が4.8-5 mの円形を呈している。確認面からの深さは、南・東側で10cm前後、

りのよい西側で最深38cmで、ある。床面はややrJI凸が認められるが、比較的堅く締まっている。

推定床面積は、 18.36m2である。柱穴状のピットは Pl-8、貯蔵穴様の小土坑は P9・10であ

るが、次に述べる S187との係わりでいずれの住居に伴うのか明らかではない。ただ柱穴につ

いては規則的な配置としては確認できなかった。 1;:iも確認できなかった。

遺物は、土器片(第16図11)が笹かに出土した。

5 I 8 7袈穴住居跡(第12図、図版 9) 

調査区西端部、 NE. N F56グリッド S180床面で確認した。確認状況から S180構築に際

円
/
]



第 l節輪出遺構と1-1¥:[-.漬物
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第 4章調査の記録
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第 1節検出遺構と出土遺物

して上部を削平されたと思われる。

1と溝 2が一連の壁溝を構成していたとすれば、その規模は南北長が約3.4m、東西長が約

2mの楕円形を呈していたと推定できる。 j警はI福4cm前後と細く、深さは 3-5 cmである。柱

穴、炉については不明である G {幕内より遺物は出土しなかった。

S I 1 1 0・12 2竪穴並居跡(第13・14図、図版11)

調査区間端部、 N 1 -NK58グリッド地山面で確認した。竪穴の北半分は調査区外に延びる。

重複す与遺構との新!日関係は、 (1日) S 1 122→ S 1110→ S K1l3・114(新)となり、住居の南

西隅に位置する SK111は、 S1110と同時期かこれより新しいと見られるが、不明確で、ある。

S I 122は、 S1110床面精査中に検出したの規模は、東西長3.6m、南北長1.85m以上の(長)

方形基調のプランを ると見られる。 S1110床部からの深さは、 7-15cmである。ほぽ平坦

な床面上には 9本の柱穴状ピット (Pl-9)が掘り込まれているが、その配置は明らかでは

ない。焼:上、炉、遺物は一切確認できなかった。

5111自は、東西長11.2m、南北長2.8m以上の隅丸長方形あるいは楕円形を示すいわゆる大

型住居跡である。壁は緩く立ち tがり、確認聞からの深さは最深で、29cmである。床面上には一

段下がる掘り込みが認められ、理土の状態から判断して別の遺構(竪穴)ではなく、 S1 110に

伴う施設と考えている。これは S1122を埋めて、この南壁を東に延長させるようにして掘り込

んでいるものであり、その規模、東西 6m、南北1.85m以上の隅丸長方形を示すようである。

この掘り込みの深さは 7-11cmである。二段構造あるいはベンチ状施設を伴う住居と言えよう。

本住居には西側を中心に柱穴状のピ、ソトが数多く存在するが、その配置は明確で、はなく、後述

のSK11Hこ{半うであろうピットも混在しているようである。

遺物(第17図19・21)は、平面的には S1 122上で比較的多く分布しているが、これは S1 122 

を埋めた後の一段下がった S1110埋土出土である。床面あるいは直上出土の遺物はなく竪穴の

構築時期推定を困難にしている。

( 2 )屋外炉(焼土遺構) (第15図、図版12)

調査IR内には、竪穴住居跡に伴う炉以外に、単独で、存在する石閤炉や焼土遺構が 5基ある。

各遺構の周辺を精査した結果、これを取り囲む明確な上屋施設一柱穴、壁溝などーを確認でき

なかったことによるもので、屋外炉として報告する。

S N 6 5屋外炉(第15図、図版12)

調査区東部沢 1内、 M 1 54グリッドIII層中で石岡炉を確認した。

炉は、拳大から長さ27cmまでの板状の河原おを14'1国用い、これを長さ63cm、I福50cmの長方形

に組んでいる。最も大きい石は西国に使用されている。炉内には、口縁~胴上半部を欠く縄文

土器が正立状態で埋められていた。組石と土器は火熱を受け赤変しているが、炉底面は、 III層

23 
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第 1民i 検出遺構と出土遺物
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第 4主主 調査の記録

黒褐色土(シノレト質土)であるためか焼面は認められない。

理設土器(1)は、底径6.8cm、現存高1l.9cmて;， 1/1面には帯状に煤状炭化物が付着している。器

面には LR縄文回転施文されている。その他の遺物は出土しなかった。

S N 1 1 2屋外炉(第15図、図版12)

調査区西端部、 NL58・59グリッド'III層中で石間炉を確認した。

炉は、魔大から長き38cmまでの棒状、板状の河原石を 8it.'il用い、これを長き50crn、rlr雨46cmの

方形に組んでいる。最も大きい石は SN65同様西市r，二'使用されている。手{のあ変度奇いは SN

65に比較すると低いの石組均一iに隣接して 3個の河原石も認められる。これが現位置を保ってい

るのか否か不明であるが、南側の S9は棒状の磨石(第21図40)、

(同41) としての機能を;有しているの

S N 1 2屋外炉(第15図)

調奈区東部、 LR52グリッド I層下回で焼土の分布を確認した。

焼土は、長さ42cm、rlJ面38cmの範囲に分布している υ 焼土の厚さは 4cm、遺構底出ーはIII市Ii'に

仁~J の S 10はiり]らかにti:{r-

収まり、やや1:t!1凸している。

S N 2 4屋外炉{第15図)

調査区東部沢 1内、1¥11F53グリッド地山面で焼土の分布を確認した。検出位置は、沢 1B庇

面であり、沢が形成されて腐食土等があまり堆積していない段階で営まれたと見られる。

焼土は、長さ50cm、i隔42cmの範囲に分布し、その厚さ 8cmてゃある。火熱の影響で地山が赤変

している。

S N 6 6屋外炉(第15図、図版12)

調査区東部沢 1内、 M 1 . M J 53グリッドIIIa層で焼土の分布を確認した。 SN66は、 SN

65 (石間炉)の南約 4mに位置しており、検出レベルも近似することから、時期的な開きは大

きくないと思われる。

焼土は、長さ70cm、幅60cmの範囲に分布している。焼土の厚さは15cmある。

( 3 )土坑(第23~43図、図版12~18)

本項に該当する土坑は、調査区東部で11墓、中央部で14基、西端部で48基の計73基を数える。

土坑内出土の遺物は、遺構検出基数と比較して極端に少ない。僅か10遺構から数える程しか出

土していな~， ì 0 この点で土坑の構築時期を推定する材料は乏しいと言ーわざるを得ない。

これら土坑を、その規模、形状、出土遺物の有無等について以下の表で示すこととする。
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2 黒尚色(10YR2i2)炭化物少量合む

3 尚色(7.5YR4/4)焼土
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第 1節 検出遺構と出土遺物

SN65炉内土器
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G
 

事一

SN66 

一 一

ーベミ~ー

SN12 

1 暗潟色(7.5YR3i4):焼土

SN24 

1 尚色(7.5YR4i6)焼土

2 火熱て、地i幻が変色した部分

SNG6 

1 備 品(7..5YR4/6)焼上

? 1 :必(S向山1:20)2「
第拓国 屋外炉(石岡炉、焼土遺構)
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第 1節検出遺構と出土漬物

12 
13 15 

L~.7 げ17 
18 

19 Y迂号!?、...，w ，;屯で....c~'... .r- 可

20 
21 

。 23 

10cm 1 : 3 24 

第17図 竪穴住居跡出土土器(2)SIll0 
⑦調査区東部

遺構番号 検出位置 重復 規模 (cm) 平面 断面 出土遺物

関口部 坑底部 深き (車両状況)

SK09 l¥1H49 なし 80X75 70X60 つ5 略方 筒状(a) なし

S K 1 6 MG54 なし 130 x 102 120 x 90 10 楕円 血状(a) なし

S K 1 7 I NIB54 I > S 118・15 110 )く 80 96X68 10 関長 1m.:1え(a) 炭化村

SK20 l¥IA53 なし 8L1 x 76 78X68 20 円JIヲ 筒状(a) なし

SK22 MA54 >S 118'19 92x73 78X80 25 楕円 袋状(a) なし

S K 2 7 l¥1H54 く SD15 120 x 82 96 >< 65 24 楕円 鍋底(a) なし

SK29 MA.MB53 なし 78X70 60X50 14 a!各円 血状(a) なし

SK33 MF49 なし 114 x 100 90 >~ 78 25 略円 鍋底(a) なし

SK35 L R48 なし 86X 78 22 略円 鍋底(a) なし

SK45 LQ51 なし 78X63 62X48 22 楕円 筒状(a) 縄文土器

SK56 iYIH.M 146 なし 88X88 90x85 28 円形 袋状(a) なし

Q，
t
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第 4章調査の記録

②調査匹中央部

遺構番号 検出位置 重復 規模 (cm)

関口音B 坑底部 深さ (底面i状況)

SK03 MN .M048 なし 108 1100 x 100 118 円形 皿:[犬(a) なし

S K 0 7 MP・IVIQ49 なし 140 x 115 120 x 108 28 隅長 筒状(a) なし

SK13 MT52 なし 100 x 100 90X 86 16 円形 HIl状(a) なし

S K 4 1 MQfiO なし 168 x 154 196 x 168 100 rg形 フラ(e) なし

SK42 MO・P50・51なし 122 x 120 196 x 196 146 円形 (日)

SK44 ML55 なし 110 x 102 98X88 つ !u各円 鍋底(a) なし

SK50 MS .MT52 く SD69 160>< 158 202>< 192 152 円形 フラ(c) なし

SK51 ML54 ) S 143、SK52 1 110X104 92 x 90 55 円形 iZI状(a) なし

SK52 ML54 く SK51 102 x 90~ 50~ X62 40 Fgjjラ 筒状(a) なし

SK59 MS53・54 く SDL19 92X78 190 180 122 円形 フラ(f) なし

SK61 MR. S54・55なし 長さ 4m以上、 11I詰1.6m 170 j背ー状 なし

SK62 MK48・49 く S1 01 175>< 118 162 x 112 20 不楕 鍋底(a) なし

SK63 MR55 なし 198X178 220 x 214 132 円形 7 ラ(a) なし

SK64 l¥!Il¥!I52' 53 なし 112 >< 90 155 >< 152 86 楕円 フラ(a) 恒!石、磨石|

③調査区西端部

遺構番号 検出位置 重復 規模 (cm) 平面 断面 出土遺物

開口部 坑底部 深さ (底面状況)

SK70 NL.M56・57なし 260 x 210 234 >< 220 140 円形 フフ(c) 剥片

SK71 N L57 なし 202>< 152 162>< 124 90 不整 鍋底(a) なし

SK72 N J . NK57 なし 242 x 218 228 x 220 176 円形 フラ(a) なし

SK73 NH.NI57 なし 120>< 96 104 x 92 82 円形 筒状(a) なし

SK74 N I . N J 57 く SK85 72;< 64 142>< 138 176 円形 フラ(e) なし

SK75 NC' ND55 >SK83、SK76 204X170 238X 192 116 楕円 フラ(a) なし

SK76 ND54・55 S K77 140>< 136 190>< 190 110 円形 フラ(c) なし

SK77 ND. E54・55S K76 200? >< 178 192 x 190 88 円形 フラ(a) なし

SK78 NE55 S K92・94 230 x 220 208 x 208 136 円形 筒状(c) 縄文土器

SK79 NG. NH57 なし 140>< 120 208>< 208 166 楕円 フラ(a) なし

SK81 NH56 なし 155 x 124 160 x 160 104 楕円 フフ(a) 縄文土器

SK82 NE57 なし 214>< 198 222 x 202 134 円形 フラ(a) 土器、磨石

SK83 NC' ND55 く SK75 160 x 120~ 158 x 100~ 64 円形 筒状(a) なし

SK84 ND55 なし 113 x 110 206>< 180 112 円形 7ラ(a) なし

180>< 168 178 SK85 N I . J 57.58 S K74、113 100>< 88 楕円|フラ(a) なし

SK86 N L. M57.58 く SD88 170 x 140~ 140 128~ 70 円形 筒状(a) なし

SK90 N L58 なし 58><52 65X56 35 円形 袋状(a) なし

SK92 NE. F54・55S K78・94 240>< ? 234 x 180~ 52 円形 フラ(c) なし

SK93 N F55 なし 152 >< 138 143>< 132 90 円形 筒状(a) なし

30 -



第 l節 ;噴出遺構と出土遺物

一(一一一-~ニニー，.，竺主主用選援事績

i:::;K~4 NE.NF55 S K78・92 186 x 18U- 190>< 18り 118 円形 ブフ(a) なし

SK95 NG55 なし 174><170 220>< 208 140 円形 フフ (d4) 台石

SK96 NK58 なし 1 140><112 160>< 124 48 措円 袋状(a) 磨製石斧2

SK97 NL58 なし 122>< 62 112>< 52 26 楕円 筒状(a) なし

SK9S NE55・56 なし 172>< 152 172>< 158 140 円形 斜形(a) なし

SI三99 NF.NG57 107冒 108・116 95><90 210>< 195 154 円形 フラ(a) 土器、石器

SI三100 NG. NH55 なし 132 >< 120 140>< 124 32 円形 袋状(a) なし

SK101 NC54・55 なし 160>< 134 164>< 150 40 円形 袋状(a) なし

SK102 N B. N C54 なし 180>< 76~ 1l0~ ;<168 68 円形? フラ(a) なし

SK103 NB55 なし 124 ~< 108 84><72 48 不方 鍋底(a) なし

SK104 N F56 > S 180 108>< 104 88><86 56 隅方 筒状(a) なし

SK105 NE56 なし 144>< 115 200>< 182 92 楕円 ブフ(a) なし

SK106 NG56 なし 162>< 124 205>< 190 138 楕円 斜形(f) なし

SK107 NF.G日・57 S K99・108115>< 86 192 x 180~ 124 楕円 フラ(f) なし

SK108 N F56・57 S K99・107162>< 142 216 x 200~ 150 円形 フフ (cf) なし

SK109 NE56 S 180 90><86 154>< 140 122 円形 フラ(a) なし

SK111 N J. NK58 S 1110 98><90 190>< 180 140 円形 フラ(c) なし

SKl13 N J 58 S K85、S1110 162>< 155 202>< 195 98 円形 フフ(a) なし

SKl14 NH58 > S 1 110 98><94 110>< 108 66 円形 袋状(a) 磨石

SK115 NB53・54 なし 180>< 130 195>< 124 78 不楕 斜形(a) なし

SKl16 NG57 S K99 105>< 102 164>< 142 136 円形 フフ(c) なし

SKl17 NG58・59 なし 142 ><84~ 94><70~ 96 円形 逆台(b) なし

SKl18 N 1 . N J 57 く SK121 110>< 106 150 x 150~ 86 円形 フラ(a) なし

SK119 N F56 く S180 116>< 116 130>< 124 60 円形 袋状(a) なし

SK120 NF57 なし 94><68 188>< 172 158 楕円 フラ (d5) なし

SK121 N J 57 > S K118 82><82 164>< 160 94 円形 フラ(a) なし

SK123 N J . K57・58 なし 142>< 130 170><166 102 円形 フラ(c) なし

SK124 ND. NE54 なし 204>< 166 223>< 184 154 楕円 フラ(c) なし

SK125 N F55 なし 158>< 140 158>< 96 88 不円 不整(a) なし

〈凡例〉

は、重複関係にある遺構を列記、遺構名だけは新!日不明、 r>Jは左に記した遺構が新しく、

逆に i<J は、|自い。

は、略方二略方形、略円二略円形、隅長二隅丸長方形、 11馬方=隅丸方形、不椅=不整楕円形、

不整ニ不整形

「断面」は、フラ二フラスコ状、斜形二半分フラスコ状、半分筒状に掘り込まれる、逆台工j望台形、

筒状、鍋底二鍋底状 らヌしみをもって立ち上がる、深き20cm以上)、盟状=深さ20cm未

満)、不整二不整形(成田が凹凸している)

r (底面状況)J は、坑底面からの掘り込みの有無、その形態について記載している。 (a)-(f)までの分

類基準は、第 6章まとめと模式図(第20図)に示してある。
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第 1節 検出遺構と出土iii-物
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第19図遺構内出土石器(1) 

(a)タイプ (b)タイプ (c)タイプ

λ;(酬) v u 
o 日 (日

(e)タイプ

(d)タイプ

LCJ 
(f)タイプ

:; [ミ
(LJ) L7 (己:

第20図 土坑底面形態分類図
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第21図遺構内出土石器(2)

A川
1q

u
 



。

42 

44 

くコ
47 

48 

国蔽打による凹み巴磨面

第 1節 検出遺構と出土造物
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昇干号 li¥b立中毒 1去さ f'tーさ m:従 fli:号 出仁i立構 長さ 1']:さ 1l! !主

J勺けつ SIl9iri{iQ1 11.0 7.3 4.5 414.53 41 SN1l2S…lu 21.7 21.3 6.9 5120 

:34 S118炉石 31. 9 19.7 4.1 3267 42 SKfi4Q1 11.5 8.6 6.1 760.85 

35 Sl43Q2 12.5 10.5 5.6 1001. 44 43 SK64Q2 12.2 9.5 7.5 1220.40 

36 SItl3Q3 14.5 11. 7 3.7 93:3.36 44 SK82Q1 14.3 8.fi 4.3 620.28 

37 S180 17.9 8.7 3.1 631. 62 45 SK82Q2 10.9 7.9 5'.8 611.37 

38 SIllOQ 4 11.2 8.5 3.9 407.6.5 4G SK95 (21.6) 13.3 7.6 (2474.8) 

39 SIllO 14.6 7.2 4.5 694.45 47 SK96Q2 16.5 5.0 3.2 429.77 

40 SN1l2S但 9 (16.7) 6.6 5.6 (1114.84) 48 SK96Q1 (9.4) 4.7 1.8 (101.60) 

49 SK114Q1 15.1 9.1 5.4 1160.8 

第22図 遺構内出土石器(3)
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SK09 
1 黒

調査の記録第 4章

E!.(10YR1.7/1)締まり弱、地山粒子少量合む

SK16 
1 11音溺色OOYR3/4)地山粒子斑状に多く含む一-68.700m 

一一一69.200m一一 69.900m

黒 色UOYR2/1)炭印材(物)多量に合む 黒褐色(lOYR2/3)地山粒子

下位ほど多く含む

1 

黒m色(lOYR2i2)締まり強

黒 色(10YR1.7/1)地山粒子殆ど含まない

黒褐色(lOYR2/2)地山粒子やや多く合な

暗褐色(lOYR3/3)地山粒子少最合む

賀福色(10YR5/4)墜く締まる、地山二次段償

41
つω

円。
A
せ

に

リ

思掲色(lOYR2/2)締まり弱、地山粒子をやや多く合む

黒 色(10YR2/1)混入物殆ど含まず

黒褐色(10YR3/2)締まり弱、地iJJ粒子多量に含む

1

2

3

 

黒褐色(lOYR2/2)締まり強、

地山粒子ごく少量含む

暗掲色(lOYR2/3)締まり強、池山

小ブロヴクやや多く含む

2 

土坑(1)

36 

調査区東部第23図
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~68.60Om工
Jー'L___J_一一ι

1 

SD15 

ロ

SK27 
1 11古制色(10YR3斗).!:tT.III粒 f・小ブロック

.fXE:1丈にやや多く{;?む

SN14・S015
1 ;IH~)色10YRZ/Z) 下位ほど地山粒子多く合む

2 L茶色(lOYR2/1)地111粒子少量合む

3 IIJJ1.lt溺色(10YR6/6)地山二次堆積土

4 にぷしミ;員十空色(10YR713~7 14)白色粘土、一部焼けている、堅

く締まる

5 にぷい;賃制色 (lOYR5/4)~尚色 (lOYR4/4) 白色粘土、焼土、炭

化物少量混じる

ど '" 6 :I:1右前色(10YR2/3)基木!別立 Ib層に相当

¥ ¥可酔つ SD30 

¥当./ ./ざご~ 1 黒溺色(10YR212)基本層位 I層

/イ( ¥ヘ 2 黒色(10YR2/1)地山粒子少量合む

一一¥¥ IJ- 3 暗補色(10YR3/3)締まり弱、地山粒子多〈合む

¥ζこ手/SK45 

一一一70.000m

SK45 
1 f情禍色(10YR3/4)締まり強、炭化物・地山粒子ごく少量合む 一一一69.800m

SKS6 
1 IIff褐色(10YR3/3)地山粒子を多く合む

2 黒褐色OOYR2/2)締まり強、地山粒子は殆ど含まない

第24図調査区東部土坑(2)

内
J
'qa 
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調査の記録第 4章

一一一 69.200m

黒潟色(10YR2/3)締まり強、地!I!粒ート小ブロック

少量合む
黒渇色(10YR2/3)地rL!粒子・小ブロック少量含む

SK50 
1 祭掲色(10YR2/2)締まり強、地rlr精子

少量合む

黒尚色(]OYR2/3)地rLI粒子・小ブロッ

クやや多く含む

色OOYR2/1)池山粒子・小ブロヴ

クやや多く含む

黒補色OOYR2/2)締まり弱、地山粒子

少量含む

黒偽色OOYR3/2)地山小ブロックや

や多く合む

51習に穎!日、含有物は5層より多い

暗褐色(10YR3/4)地山粒子少量合む

明黄体j色(10YR7/6)締まり弱、地山小

ブロック多量に合む
黒色(10YR2/1)締まり強、地山小ブ

ロックやや多く含む

色(lOY沢4/4)締まり弱、地rljブロ

ック

黒尚色OOYR2/2)地山粒子多く合む

黒尚色(10YR3/2)締まり強、地rlr粒子

成状に多く含む

黒色OOYR2/1)締まり強、地山粒子

ごく少量合む

里山

2 

4 

ロ
リ
ハ
む
門
i

3 

5 

@ 

SK13 
1 黒禍色(10YR2/3)締まり弱

2 暗補色(10YR3/3)1層との境不明瞭

f，~~ 

8 

10 
11 

12 

土坑(1) 調査区中央部
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¥ぐ¥

/SK41 

互主ミI .~ -，'"、、、、、、、、、、・、、
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ミ¥、究
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、、-一三品、、、、、
、、

一-69.300m 

一一-59.200m 

黒禍色(lOYR2/2，)植物根多い

黒溺色(lOYR3i2)締まり強、地IIJ粒子やや多く、炭花物

ごく少量含む

黒褐色(10YR2/3)下位ほど地山砂をやや多く含む

黒禍色(10YR3i2>地山粒子少量含む

障色(7.5YR7/6)砂質粘土層

黒禍色(lOYR2i2)5層土が少量混じる

明黄偶色(10YR6/S)非常に竪く締まる、粘土質

1 
2 

円。
44

戸

b

円。門
i

黒色(10YR2/1)池山粒子やや多く台む

黒偶色ClOYR2/2)炭(じ物少量、地山粒子多量に合む

黒褐色(lOYR2/3)地山粒子少量合む

黒 色(lOYR2/1)混入物を殆ど合まない

!情対色OOYR3/3)地山粒子多量に合む

nn:尚色OOYR3/4)粘 t質、締まり弱、地山ブロックを主体

黒偶色OOYR2i2)締まり強、基本的に2層と問、 2層より混

入物少ない

黒禍色(lOYR2i2)締まり弱、地山粒子を多量に含む

県禍色(lOYR2/2)締まり強、基本的に2・7層と問、 2・71脅
より混入物の粒径小さい

黄桂色{lOYR7/S)砂質粘土層、締まり弱

4i
つω
q
U
A
1

尺
U

円。寸
i

8 
9 

SK44 
1 巣禍色ClQYR2i2)炭化物少量含む

2 黒尚色(lOYR2/3)~暗褐色(lOYR3/3)地山粒子・小ブロックを
斑状に多く含むー

10 

土坑(2)調査区中央部

-39 -
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調査の記銭

暑に〆1iL15B
一、̂ ¥rヤ 10'.司¥( -12 Iイ ¥-1 ¥ 

¥ ¥ / ¥ 

、¥ rSD49 
'，-_J一一一--//SK59 

第 4章

一一一69.300m

1 岳地色(lOYR2/2)地IlJ*¥!.f少id:ffむ
2 見対色(10YR2i九)地IIJ絞 f少iiiffむ
3 II音ぬ色(lOYR3/3)地111粒[-.小ブロックをやや多くたな

4 r昌弘j色(lOYR2/3)地IIJ粒 fごく少iti合む

※ 1 ・ 2 ・ 4 併の!付境はイミ I~JII(，t

一一一68.800m

19 11'1.尚色(10YR5/6)池山二次段積上
20 明賞対色(10YR6/8)締まり弱、砂町枯上の三次雄積

21 にふ、い賞制色(lOYR5/4)砂11:粘土の二次滋積

22 !.~尚色(lOYR2な)16)設と阿賀
23 にぷい黄体j色OOYR5/6)砂質粘土のニ次准積

24 にぷい黄特色(10YR6/3)砂質粘土の二次堆積

※ 4~11)時地山土の二次推積、 4~7 は*'1'主推積と見ら
れる、全体におnまりなくボソボソしている、 20)時以下は

人為的に埋められている

SK63 
1 忠弘i色OOYR2/3)地UJ小ブロックをやや多く台む
2 にぷい賞制色(10YR4/3)締まり弱、地山小ブロック多く合む

3 にぷい黄体j色(10YR4な)締まり 2熔より弱、地LIJ小ブロック
は2層よりやや少ない

IIJJ黄尚色OOYRG/8)地I!L'.;大敗債上
日月茂樹色(lOYR6/8)地山二次土佐積上、粒詑は4層より大

暗尚色C10YR3/4)シルトEZ土と粘質土が瓦層に入る
にぷい黄棺色OOYR7/4)砂質粘土、締まり弱、地山二次:l1g積

禍 色C10YR4/4)二仁i1は61詩に類{以

4
5
6
7
8
 

1 ，'，呂尚色(lOYR2/3)地山粒子やや多く合む

2 i'-M 色(10YR4ノ6)締まり弱、地山粒チ多く含む

3 日月貸出色(10YR7/6)締まり弱、地山二次推積 K
4 尚色OOYR4/6)基本的に21同とi司
※1・3慢の層境は不nnl!ht

SK61 
1 黒溺色(lOYR2/2)混入物殆どない

2 尚色OOYR4/4)
3 黒色(lOYR2/1)
4 にふ、い黄体j色OOYR5/4)粘質土

5 にぷい黄体j色(10YR5/3)灰色を呈する粘質士

6 にふ、い寅治色OOYR4/3)5層と同質

7 掲 色(10YR4処)6/詩と 4層の混合土

8 にぷい黄禍色(10YR5/4)4層に類{立

9 にぷい黄禍色(lOYR4/3)6/1日に類似

10 (こぶい黄持色(10YR6/3)!ヲ色を呈する砂質粘土

11 にふ、い長潟色(10YRSi4)締まり弱、ボソボソ

12 時制色(10YR3/3)
13 貰褐色(10YR5/6)地山を主とする

14 黒尚色(10YR2/3)地山小ブロ、ソク少量含む

15 禍 色(10YR4/4)地山を主とするこ上

16 黒尚色(lOYR2/3)14層に類以、地山14層よりやや少ない

17 黒褐色(10YR3/1)地山小ブロック少量合む

18 黄尚色(10YR5/6)13層と同質

l:402f  
トー ! 

0 

土坑(3)調査区中央部
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A
斗
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検出遺講と出土遺物第 l節
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調査の記鈷第 4主主

68.000m 

、、、

I 

<7'3] 04 

/ 
/ 

J民体J色OOYR3/2)地111位 f始ど717まない

IIfffM色(10YR3/3)地 1I1杭[-少iitffむ

地 色(lOYR4i4)地111粒 r・小ブロヴクを多く合む

忠弘j色(lOYR2/3)締まり弱、地1I1小ブロヴク 31i'7より多く合

む(31¥'1より校f'E大)

lIi'f尚色(10YR3/4)池山粒 f多く合む

;，IHM色(lOYR2/2)締まり強、地ILIL;'i;"まない

I!Jj黄体j色(lOYR6/G)fi'T'[)付IU二1¥'7、地山一二次推棋を主とする

1
i

つ
中
つ
U

A

t

5

6

7

 
黒 色(lOYR2/1)lt!!.山粒 f殆どfすまない

黒 色(lOYR2/l)地山粒子少量合む、締まり ll('jより弱

黒尚色(lOYR2/3)地山粒子・小ブロックを段状に多く合む

黄体j色(lOYR5/6HiP質粘土、基本的に 7層と lilJ
黒対色(lOYR2/2)3府に類似、 31将より地山多く合む

にふ、い黄体j色(lOYR4/3)砂質粘…仁地山二次堆積を主とする

明黄泌色(luYR6，6HiTDf枯←七、地山二次滋積上(人為的)

黒 色(lOYR2/1)池山粒チごく少量合む

1
2
3
4
5
6
7
8
 

土 坑(1) 調査区西端部

-42 -
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検出遺構と出土遺物第 1節

一一 68.300m

1 黒色(10YR2/1)地!lJ粒子殆ど含まない

2 明黄禍色(lOYR6/6)粘質上
3 黒褐色(10YR2/2)地山粒子.ttf状に少最含む

4 尚 色OOYR4/6)赤みの強い池山土を多く合む
5 寅褐色(lOYR5/6)締まり強、黄みの5郎通地山土を主体とする。

6 1清~)色(lOYR3/3)地 11J粒子を殆ど台まない
※ l~ 3・6層は締まり弱

SK85 
1 黒潟色(10YR2/2)地山粒子少量含む

2 黄憶色ClOYR7/8)締まり強、地111を主とする土

3 明黄褐色OOYR6/8)締まり弱、地山二次堆積土

4 暗掲色(10YR3i3)地1]]粒子少量合む

5 黒禍色(lOYR3/2)締まり強、地山粒子少量合む
6 黒 色(lOYR2/1)締まり強、地山粒子ごく少量含む

7 暗掲怠(lOYR3/4)締まり強、 4層に類似
8 黒間色(10YR2/3)締まり強、池山粒子ごく少量含む

SK1l3 
1 黒 色OOYR2/1)締まり強、地山小ブロック・粒子少量合む

2 黒溺色(10YR2/3)締まり強、地山小ブロック少最合む

3 黄禍色(10YR5/8)地山土を主とする

4 黒補色(lOYR2/2)地山粒子少量合む

5 明黄禍色(lOYR7/6)締まり弱、地山土を主とする
6 明黄体j色(lOYR6/6)地山土を主とする、シルト質土をごく少

最合む
にふ、い黄掲色(lOYR7/4)締まり弱、砂質粘土とシルト質土の

混合

明黄溺色OOYR6/8)地山土を主とする

黒協色(lOYR2/3)地山粒子やや多く含む

黒 色(lOYR2/1)締まり弱、池山粒子ごく少量合む

7 

8
9
m
 

黒 色(10YR1.7/1)締まり弱、地山粒子ごく少量合む

11吉祥j色(10YR3/3)地山粒子多く合む

黄禍色(10YR5/8)地山二次堆積を主とする土

暗禍色(10YR3/3)基本的に2層と同

黒柿色(10YR2/3)地山小ブロックを斑状に多く含む

尚 色(10YR4/4)地山ニ次堆積を主とする土

潟 色(10YR4/6):地山小ブ口、ソクを多量に含む(5層より粒

径大)

明黄褐色(10YR6/8)池山二次堆積を主とする土

禍 色(10YR4/6)7層と同、地山土の含有は7陪より少ない

明黄禍色(10YR6/6)9層と同質

明黄褐色(10YR6/8)地山二次堆積土、シルト質土は合まない

明賀補色(10YR6/8)11隠と向、黒潟色シルト質土を筋状に合

んでいる

13 禍色OOYR4/6)7層に類似

14 日月賞溺住(lOYR6/6)10層と向質

15 暗尚色OOYR3/心地山小ブロックを多く含む

16 にぷい黄禍色(10YR4/3)砂質粘土層、堅〈締まる

17 明賞偽色(10YR6/6)14層に旗似、14層より白っぽく見える

18 1培尚色(10YR3/4)15層に類似、地山土は15層よりやや少ない

※1・18層以外全体的に比較的竪く締まっている

1
2
3
4
5
6
7
 
8
9
m
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口
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第 4章調去の記録
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SK74 

SK85 
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三一67.900m
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SK85 F 

SKi4 

1 黒尚色(10YR2i2)締まり弱、I也市粒子ィ、ブ、ロヴクを斑状に

多く合む

2 明貰褐色(10YRfj/6)締まり弱、長!!.1l1の '.i欠球積二!こ(人為的)

2m 
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第 l節 検出i立構と出土造物
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SK77 
1 にぷい黄鵠色(lOYR4/3)締まり弱、地I.LJ小ブ、ロックを斑i犬に

やや多く含む

2 }I者協色(lOYR5/6)池山二次雄積を主とする土

3 JI音褐色(lOYR3/3)地111ノj、ブ、ロックを斑状に多量に含む

4 尚 色(lOYR4/4)1層に類似、地111小ブロックを少量含む

5 I珂黄禍色(lOYR6/6)砂質粘土、地札l二次1ft積 t
6 黒褐色(lOYR2/3)主RLU粒子を含まない

F 

SK75・SK83
1 祭禍色(lOYR2/2)地IIJ小ブロック少蚤含む

2 黒溺色(lOYR2/3)地I.IJ小ブロックやや多く含む

3 にぷい資約色(lOYR5/心地山小ブ‘ロックを多〈合む

4 焚尚色(lOYR5/6)31詩に類似

5 J者総色(lOYR5/8l粘貿仁、地11I二次liHi(士
6 明支筒色(lOYR6/6)砂町粘土、地UJ二次堆綴土(人為的)

7 J芝褐色(lOYR5/8)5層と同

8 泣褐色(lOYR5!G)41冒と同

9 illj安協色(lOYRG/6)6腐と!司

10 ，~;潟色(lOYR3/2)締まり~~



(詐りはj立物評りに土.)1必)

一一旬、グSK94
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調子tの記鈷

G区
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~G8.300rn 

1 l長w，色OOYR2/2)地山小ブロック少泣合む

2 11音w，色OOYR3/3)地山粒子やや多く台む

3 にぷい;抗体j色OOYR4/3)地山小ブロックをJM状に多く合む

4 J阿武尚色OOYR7/6)粘t'tl二、地山二次推積 i二
5 黄体j色OOYR5/6)砂釘粘土、地山二次堆積 i二
6 にふ、い黄陪色 (10YR6/4)砂質事ii士、地山二次.I1i~積土

7 i.~尚色 (10YR3/2) 3肘に頴似
8 にぷい黄陸色(lOYR6/4)6層と I;;j
9 11)]黄尚色(lOYR7i6)4 1単に類{以

10 暗禍色(lOYR3/心地山粒子を政l 状にやや多く~'~~む
※ 4-61討l土地山の二次堆積土で、シ 1レト質仁を始ど合んでいな

い、人為的にが[(めたものと考えられる

J見出色(10YR2/3)地山小ブロック少量合む

11音尚色OOYR3/4)帝市まり弱

制 色OOYR4/6)地山二次雄積土

黒尚色(lOYR3/2)地山小ブ、ロヴクを.ul状に多く合む

柿 色OOYR4/4)地ILI/J、ブ、ロック 4層より多く合む

忠弘j色(lOYRJ!l)地山粒子・小ブロザク少量合む

1
2
3
4
5
6
 

lo7.500rn 

時制色(lOYR3i3)地山小ブロック多く合む

i列黄尚色(lOYR4i3)柿・まり弱、地山土を主とする

1 
2 

土坑(5)調査区西端部
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救出遺構と出土造物第 I節

戸~\

込ド~ 一 一//SK81

!長尚色(lOYR2/2)締まり弱、地山小ブロック・粒子少量合む

黒地色(lOYR2/3)池山小ブ、ロックやや多く合む

11青尚色(10YR3/3)地山小ブロック斑状にやや多く合む

貨制色(lOYR5/6)砂町粘十.、地山を主とする-1::.

1% 色(lOYR4i4)基本的lこ4層と同

J旦 色(10YR2/1)地IlJ粒[-.小ブロヴクを少量合む

忠弘;色(10YR2/2)基本的に6府と rril、地山粒子・小ブ、ロック

は6"再より多く合む

1

2

3

4

5

6

7

 
にふ、いi立体j色。(lOYR4/3)地IlJ粒子成状に多く iTむ
にふ、い長持色(lOYR6/4Hi少f付fi上、地山二次土佐積 i二~ 

11附色(lOYR3/3)締まり弱、地山粒子少i止のみ合む(ヤ喝伊1

1

2

3

 

SD37溝状遺構(第34図)( 4 ) 

調査区東部沢 l北西向きの緩斜面、 M SD37 
一一一68.600m

I 52・53グリッドIII膚下面で検出した。

長さ2.25m、 I隔O.35~O.55m の規模をも

ち、確認面からの最深は、 O.8mである。

溝内より遺物の出土は認められなかった

が、溝が完全に埋没した後に大湯浮石層

が形成されていることから、下限時期は

平安期以前となり、周辺出土の遺物から、

土 坑(6)調査区西端部

47 -
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第 4章 調査の記録

骨//入、

一一一68.500m

1 明黄溺色(10YR6/6)地山土を人為的に埋めた層

2 黒褐色ClOYR2/2)地山粒子少量含む

3 黒褐色(10YR2/3)地山粒子2層よりやや多く含む

4 黄褐色(10YR5/6)地山土を主とする(壁崩落土)

5 r培褐色OOYR3/3)基本的に3層と向、 3層より地山多い

6 にふ、い貰褐色(10YR4/3)砂質粘土、地山二次堆積土

7 黒褐色OOYR3/2)池山小ブロック 3腫より多く含む

8 暗褐色(10YR3な)5層に同

9 明黄褐色OOYR7/6)砂質粘土、シルト質土を筋状に含む

10 黒褐色(10YR2/3)3層に類似、締まり弱

11 明黄褐色OOYR6/6)砂緊粘土、地山二次堆積土

12 黒潟色OOYR2/2)地山粒子殆ど含まない

※全体として締まり弱い

SK84 
1 s.月黄禍邑(lOYR6/6)砂賓粘土、地山二次堆積土

2 黒褐島(10YR2/3)締まり弱、地山粒子少量含む

3 明黄褐色(lOYR7/6)砂質粘土、シルト質土を少量含む

4 褐 色(10YR4/4)地山粒子サ、ブロック多く含む

5 flJ:l黄褐色(lOYR7/6)砂質粘土、シルト質土は合まない

6 暗褐色(10YR3/4)地山粒子イ、ブロック多く含む

7 黒潟色(10YR3/2)池山粒子殆ど含まない

第35毘 調査車西端部
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検出遺構と出土遺物

SK86 

1 黒 色(lOYR2/1)締まり強、地山粒子少量含む

記 暗尚色(lOYR3/3)地山小アロックやや多〈含む

3 賞制色(10YR5/6)地11J土の二次堆積

4 11月黄体j色(lOYR6/8)地山土(プPロック状)

5 黄制色(lOYR5氾)3層と向

6 にぷい黄符色(lOYR6/4)砂質粘土、地11J二次堆積

7 明貰飴色(lOYR6/G)地UJ二次燈積

第 1節

SK90 

1 黒褐色OOYR3/1)締まり 5号、地山粒子少itt含む

SIく97

1 黒部色(lOYR3/2)地山投手多く含む

---

r首

、コ

|清溺色(lOYR3/3)締まり弱、地山粒子殆ど含まない

暗潟色(lOYR3/4)地111粒子少量合む

約色(10YR4/4)

貫渇邑(YR5/6)地山二次堆積:1:(壁崩落土)

黒褐色(lOYR3/2)地山小ブ、ロック少量含む

明黄禍色(lOYR7勺)砂質粘土、地111二次雄積土

1
2
3
4
5
6
 

n音尚色(10YR3/3)地IlJ粒子・小ブロック斑状に

明貰掲色(lOYR6/8)地!I!土を主とする

県fI~色 (lOYR3/2)地山粒子をやや多く合む

1 
2 

3 

土 坑(8)調査l2r茜端部
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第 4章 調 査 の 記 録
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、ーー " 可均一ー“"

1 黒褐色(lOYR2/2)地山粒子少量含む

2 黄潟色(lOYRS/6)地山二次堆積土(ブロック状)

3 にぷい黄褐色(lOYR4/3)地山二次堆積を主とする

4 明黄褐色(lOYR6/6-6/S)砂質粘土、地山二次堆積土、シルト

質土を含まない

5 黒褐色(lOYR3/2)地山小ブ、ロック(4層)を多量に含む

6 明黄補色(lOYR7/6)砂質粘土、地山二次堆積土

7 黄禍色(lOYRS/6)池山を主とする、シルト質土を筋状に含む

8 黒褐色(lOYR2/3)地山小ブ‘ロックをやや多く含む

G主
(番号は造物番号に対応)

ミ、
ー

一一一一 ， ， 
/ 
/ 

〆 J ノ SK96
、'『ー---_... 

1 忠弘j色(lOYR3/2)炭{じ物・地山粒 f少註ffむ
2 にぷい黄i'~~包 OOYR4/3)地山位ト小ブロック少 i止含む
3 明賞制色(lOYR6/6)地山二次雄積土(壁崩落上)
4 f京協色(lOYR2/2)炭化物園地山粒子少量{tむ

@一一ー--一 一f 二ニ戸-一一一ー¥よ¥
'¥¥ 、、

， 
t 

-一一回叩ω 1 
1 

1 

-~/SKI00 

1 暗偶色(lOYR3/3)締まり弱、地山粒子少量含む

2 貰掲色OOYR5/6)地山上を主とする

3 黒偽色(lOYR2/3)地山粒子殆ど含まない

4 I!奇褐色(lOYR3/3)締まり l層より弱

第37国調査区西端部土坑(自)
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一一一68.400m

SK109 

SK98 

1 足掛色OOYR2/2)lt!.i[!1小ブーロヅク少旺台む

2 制 色C10YR4/4)地山を主とする土

~3 1呪 1~n，).~色(l OYR6/8)砂質粘!こ、地山三次堆積土

4 (こぶいよ支持色(lOYR6川)砂f付t~土、池山三次推綾上

5 ，'f，l.尚色(lOYR2/3)地[[j小ブrロックをやや多く合む

6 If)j!lt出色(lOYR6/8H沙質粘土、 3'Ì'~と IriJ

7 (こぶし、lit尚色(1()YR4/:3)締まり弱、地山純子(4肘)多く合む

B SK98 
!2_ (i8.40{)m 

SKI09 

1 忠弘i色(10YR2/3)地山続 f少註合む

2 11月比尚色(lOYR6/6).t也1[1二i大:!if:積仁

3 暗尚色(10YR:1/4)地山粒子少量台む

d惨 ，句、、
， 、
" 、， ， 、
，、， 、， 

(/一'¥¥

7 7 7
↓
 

事

一

黒褐色(10YR3/1)地山粒子少量合む

染色(10YR2/1)

i呪黄禍色OOYR6/6)地山二次堆積土(壁崩落土)

黒褐色C10YR3/2)地IJJ粒子多く合む

明黄禍色(10YR6/8)地山二次堆積土(壁崩落土)

!清潟色(10YR3/3)地山粒子4用より多く含む

~褐色(10YR3/1)1層に類似

1
2
3
4
5
6
7
 

一一一 68.500m

尚 色00¥アR4/4)池山粒子少量合む

11月黄潟色C10YR6/6)砂質事Ilj士、締まり弱、地IlJ二次土佐積土

にぷいず〈潟色(lOYR4/3)

i埼尚色(lOYR3/3)地山粒子殆ど合まない

にぷい貰尚色C10YR4/3)
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第39題調査IK西端部
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SK99 

1 ;.1.¥泌色(lOYR2/2)池山杭 f少 iA??む

2 にぷい ll'l~m色(lOYR7i4)1I¥凶作，'i1-_、地rIl次ifHtt1-_、シルト

1['( 1:は合まない

:3弘前色(lOYR2/3)地11I杭 f少iil:ffむ

4 IIJJiJ'J，間色(lOYRfiiG)地山を i:とする 1:

5 ;.IH~.~ 色(lOYR2!訂正本(1なに 3]¥"'1と IliJ、よl!!.lllt:;:[-:;~まない

ら IIJj i''l ii~色 (10YR6/6)砂f甘li 1:， 2 ](1とhiJ1'[

7 にぶしミj.'i'(f¥t色(lOYR614)6 ](1とIliJn

8 弘前色(lOYR2i3)3・5]併とhiJ

SKI07 

1 Il庁尚色(lOYR3/:3)地11I杭 f少iiM「む

:.::: IIJLo'l尚色(10YR7/6H沙fJf料上、地11I二次段t_t't
:3 JA尚色(l()YI:{S必)地rIlを f:とする 1--

4 ;!，l;fM色(lOYR2/2)地III杭[-少iitfrむ

一一一68.40()m

@ 

一一-68.500m

SKI05 

1 賞品;色(lOYR5;'8)池山の二次推積!っ、 1:稲ほどi築く絡まる、

SI80構築に際して埋められたと見られる

2 尚 色(lOYR4/6)地111小ブ'ロック多量に含む

3 占禁溺色(lOYR2i3)地山小ブ、ロックやや多く含む

4 体j 色(lOYR4/6)主!lIlJ'J、ブ口、ソクの含有は21習よりやや少

ない、炭化物少最合む

第 l節 J検出遺構と出土遺物

SKI08 

1 暗尚色(lOYR3/3)地山土を斑状にやや多〈合む

2 f別賞尚色C10YR6/6)地山二次雄積土

3 Jl奇尚色(lOYR3/3)基本的にv慢と同

4 f列反体j色(10YR6/6)基本的lこ2層と同

5 f1JJllt泌色(lOYR6/8)地 rl!二次堆積土を主とする

6 黒 色(10YR2Il)締まり弱、地山粒子少量合む

? 明反体j色(lOYR6/8)5層とi可
8 f珂員制色(lOYR6/8)5層と同

9 11音制色(10YR3/3)1層に類似、地山粒子はl層より多い

目黒尚色(10YR2/3)地山粒子多〈含む

11 fIJ1貨制色(lOYR6/6)2府と開

12 Jl奇泌色ClOYR3/3)9層に題似、締まり弱

SK116 

1 ;!HMsOOYR2/3)地[l!小ブ‘ロック成状に多〈合む

2 11JJll'l拠色(lOYR6/8)地[IJを主とする i二、シlレト質 t合まない

.'3 1 りJJAN.~ 色(lOYR6/8)地山二次推積 f;、シルト1[1 L合まない

4 ;.~~ 色nOYR2/l)地rl!土を合まない

5 .. 'fi_尚色(lOYR5i6)締まり弱、地山を主とする土

6 ，IF.l 色(lOYR2il)4潟に額似
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SKI05 

5 明資総色(lOYR6i8)砂質粘土、池山二次土佐積

6 ~珂黄褐色(lOYR 6ぼ)砂質粘土、地fLr二次土佐積、シルト質土を

筋状に含む

γ 黒褐色(lOYR3/2)締まり弱、地山粒子殆ど含まない

8 f潟支給色(10YR7i6)砂質粘土、地山二次土佐穣(壁崩落土か)

9 溺 色(lOYR4/6)地山小ブロックは4よりやや少ない。
1 :40 
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モよ
(番号は遺物番号に対応)

SK1l4 

一-68.100m

SK114 

1 1液体j色(10YR3/4)締まり弱、地山粒子やや多く合む

2 明黄禍色(10YR6/6)砂質枯仁、地111二次堆積

3 黒褐色(10YR2/2)地山粒子少量育む

SKI06 
1 1清禍色(lOYR3/3)締まり弱、地山粒子やや多く合む

2 にぷい貰搾色(10YR6/4)砂質粘土、池山二次土佐積土

3 明黄濁色(10YR6/6)砂賀粘土、池山二次堆積土、 2層より赤

み強い(2・31習はシルト質:t.を合まない)

4 黒褐色(lOYR3/2)地山投子少量合む

※締まりは全体に弱い

SK115 

1 尚 色(lOYR4/心地山粒子少量含む

2 11月黄禍色(lOYR6/6)地IIJを主とする土

3 褐 色(lOYR4/4)基本的にl層と岡、地山粒子はl層より多

〈含む

。 2m 
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調査区外

一一-68.400m
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、ノ

I 基本層位 1}首(i，!f，尚色lOYR3/1)

II 基本層位II層(黒色lOYR2/1)
1 i<M 色(lOYR4/4)池山粒子多量に合む

2 n音治色(lOYR3/4)地山粒子・小ブロックやや多く含む

3 ，こぶい黄禍色(lOYR3/心地山枝子2摺よりやや多く合む

4 n音尚色(10YR3/3)締まり強、池山粒子少量合む

5 艮褐色(10YR2/3)締まり弱

第 1節検出遺構と出土遺物

醐弘 / 

一 )
SK118 

一-68.400m

SK1l8 

1 暗尚色(lOYR3i3)締まり弱、地山小ブロック斑状に少量含む

2 明黄禍色(lOYR6/6)締まり弱、地山二次推積を主とする

3 黒潟色(lOYR3/2)地rLI土殆ど合まない

4 11月賞褐色(10YR6/8)締まりなくボソボソ、地rfr二次土産積

5 褐色(lOYR4/心地山粒子少量含む

SK121 
1 明黄禍色(10YR6/6)封k山二次堆積を主とする

2 黒溺色(lOYR3/2)地山を殆ど合まない

3 明黄禍色(lOYR7/6)池山二次堆積土

SK1l9 
1 黒溺色(lOYR2/3)

2 ~月賞筒色(lOYR6/8)枯質土、上面ほど締まり強、 S180構築に

際して樫めた土と見られる

3 尚色(lOYR4i4)2層中に筋状に入る

4 ;県補色(lOYR2/3)地山粒子やや多く合な
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SK123 
1 I倍尚色(lOYR3/3)締まり弱、地111粒子・小ブロック少泣合む
2 にぷい黄禍色(lOYR4/3)地山粒子・4、ブロック少ft合む

3 明i立体j色(lOYR7/6)地山二次雄積土、人為推積か

4 京体j色OOYR3/1)筋状に入る

5 明黄体j色(lOYR6/8)3府と同質

6 (こぶい黄体j色(lOYR4/3)締まり弱

7 黒尚色(lOYR3/1)地山粒子・小ブロック少量合む

8 黒m色(lOYR2i2)地山粒子・小ブロックやや多く含む

9 黒尚色OOYR2i3)地IlJ粒子8府より多〈合む

SK124 
1 黒尚色(lOYR3/2)地山粒子殆ど合まない

2 黄尚色(lOYR5/6)地山小ブロヅク多く合む

3 il)1黄禍色(lOYR6/6)砂質粘土、地山を主とする、シルト質土

少量合む

4 日月賞溺色(10YR6/6)砂質粘土.基本的に 3層と同

5 明黄禍邑(lOYR6/8)締まり弱、基本的にシルト質土が筋状に

見られる c4'I('n以外シルト質上は含まれない
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第 l節検出遺構と出土遺物

2 平安時代の遺構と遺物

平安時代の遺構は、調査区東部沢 1内に限定される。また該期の遺物も遺構外を含めてもほ

ぼこの沢内に収まる。従ってここでは、平安時代の遺構・遺物とともに周辺出土の遺物につい

ても併せて報告する。

( 1 )竪穴住居跡

5140竪穴住最跡(第44-46図、図版19-21)

沢 1内、 MJ. MK54グリッドを中心とする位置で確認した。 遺構確認団は大湯浮石層直上

( 1 b層、第44図では 4層)である。同層を精査中に焼土、炭化物(材)、焼石等の検出を受

け、当初焼土遺構との認識で、調奈を行っていた。その後、沢 1西辺に並行するように壁商(西

壁)が確認され、竪穴住属跡と再認識した経緯がある。

竪穴の規模は、南北長3.5m、東西長は床面東半分が黒色土(基本層位III-a層)上にあり、

を確認できなかったため明らかではないが、カマドの位置、大湯浮石層の堆積状況(第44

図15層)からおよそ3.2mは越えないものと見ている。従って平面形態は、南北にやや長い偶丸

方形と考えられる。確認弱から床面までの深さは約20-40crnで、あるが、竪穴掘り込み面が明確

ではないので本来の壁高は不明である。なお現地表面から床面までの深さは1.2mある。

床面は、西半分は地山商を利用し平坦で堅く締まっている。一方の東半分は黒色土中に形成

され、堅く締まっているようには見えない。柱穴状ピットは、西壁沿いに 5本 (P2-6)、北

壁沿いに 1本 (P1 )、南壁沿いに 1本 (P7)の計 7本検出した。柱穴配置を考えれば各隅に

柱が配列しそうであるが、西壁の隅柱 (P2、P6) に対応する東側の柱穴は不明である。こ

の部分は黒色土中に柱穴が掘り込まれている可能性が高い箇所であり、その存在の有無を確認

することは難しい。唯一P1を検出したが、他には確認できなかった。

床面上、もしくは床面車上より多量の焼土、炭化物(材)が検出された。炭化材は床面北西

部に集中的に認められ、またカマド南脇で、は茅状の炭化物が広がっており、焼失家屋であるこ

とを物語っているようである。炭化材の 2点を材向定した結果、マメ科イヌエンジュ属の一種

(No.1)、カツラ (No.2) との報告を受けた(第 5章第 1節参照)。

カマドは、推定東壁ほぽ中央に位置する。石組のカマドである。袖にあたる部分には、厚さ

5 crn前後の板状の若をそれぞれ 3枚ずつ立て、長さ65crn前後にする。石下部は黒色:土中に埋め

込んでおり、押さえとしての粘土はあまり使用していないようである。袖を跨ぐように長さ45

-55cm、蝦15-20cmの板状の石を 2枚乗せている。燃焼部中央には長さ18crnの棒状の石を埋め

込み支脚としている。

遺物(第48-50図)はカマド周辺、特にカマド北側で集中的に確認できた。器種には、擦文

土器(窒)、土問器(輩、把手付土器)、鉄製品川、刀、万子、籍、摘具様製品など)、石製品(砥

-57 -



第 4章誹Utの記鉢

@!ト

一一-68.800m

1 黒尚色OOYR2I3)1~ 4/日基本層位 I/認に相当

2 I清褐色(7.5YR3/3)l層よりやや赤みあり

3 黒同色(lOYR2/2)

4 黒潟色 (10YR3/2)地山粒子~E状にやや多く合む
5 黒褐色OOYR2i2)3 /援に類似、地山粒子3/昔より多い

6 黒偶色OOYR2i2)地山粒子5層より多い

7 にぷい黄補色(lOYR4/3)地山二次堆積(ブロック;1犬)
8 暗尚色OOYR3/3)地I幻結チ多く含む、 4層より粒在小

。巳。)

志議 @不可5
'l'-_:〆/"J ~ ¥ ¥¥s 

、苛~副......，'V"'-""-… 

9 黒 色(lOYR2/1)締まり弱、地山粒 f少量合む

10 11音褐色ClOYR3/心地山粒子・小ブ口、ソク肢はたに多く合む

11 掲色OOYR4/4)地山を主とする土

12 黒対色C10YR212)焼土を多く、池山枝子少量含む

13 茶色OOYR1.7il)炭化物層

14 尚色(7.5YR4/4)焼土層

15 明黄褐色OOYR6/6)浮石層、基本層住II屑

16 黒褐色(lOYR3/2)基本層佼III層

2m 

第44図 S 140竪穴住居跡(1)
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黒掲色(10YR2/3)締まり弱、地山粒子やや多く含む
暗褐色(10YR3/3)焼土ブロック、地山小ブロック少量含む

黒掲色(lOYR2/3)焼土・地山粧子少量含む
は3層より焼土多く含んでいる
i情禍色(7.5YR3/3-3斗)焼土を主とする
褐色(7.5YR4/4)焼土を主とする
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3
4
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カマドS 140竪穴住農跡(2)
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第 1節 検出遺構と出土遺物

日焼士十

1 !こぶい黄体;色(10YR5/4)白色粘土

2 黒偽色OOYR2/2)l・ 2隠とも炭化物多く含む
3 菜採;色(10YR2/3)2J詩との問に炭fじ物が薄〈帯状に入る

ハUi--
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第抑留 S悶38焼土遺構

石)などがある。それぞれの出土状態については第46図を参照いただきたい。擦文土器は 2個

体がほぼ並んで口縁部を北に向け横倒しの状態で出土した。

また、カマド周辺の土を簡にかけたところ、少量ながら鍛冶作業に際して生じる鍛造剥片(ス

ケル)を検出できた。なお、鉄棒は認められなかった。

( 2 )焼土遺構

SN38焼土遺構(第47図、図版21)

沢 1内、 MJ53グリッドで確認した。 S140の南東約3.5mに位置する。遺構確認面は、 SI 

40同様、基本層位 I-b層下である。焼土、白色粘土の分布と、浅い掘り込みからなる。撮り

込みは長さ62cm、幅40cmの楕円形を示し、深さ22cm、壁は緩く立ち上がっている。底面はIII-

a層上面である。この掘り込み部と東側の 2箇所に白色粘土を主とする分布が認められる。東

側の白色粘土の分布は、長さLlm、最大幅o38mである c この粘土の下 4~ 6 cmの間層 (I-

b層)を挟んでII層大湯浮石層である。

遺物は、擦文土器、土師器護(第51図66~68) がそれぞれ破片で出土した。擦文土器 (65)

は、掘り込み面上で確認した。窪の口縁部と見られ、擦文土器に特有の鋸歯状の刻文が施され

ている。周辺から、この破片に接合できる資料は認められなかった。

( 3 )遺構層辺出土遺物(第50図64、第51図的~75、図版24)

平安時代の遺物は、遺構内外を問わずほぽ沢 1内に収まる。遺構外出土の遺物も、 S140と

SN38周辺に集中し、沢 1A方向に幾らか点在する。出土層位は全て II層大湯浮石層直上の I

-b下層である。

種別・器樟は、土師器(:午、護)、鉄製品(万子か)、土製品(羽口)がある。 75の須恵器壷

は、表採資料である。界 (69、70) は、遺構内では確認できなかった。

1
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第 4章調査の記録

文 様 ・調繋

(外)縦位制毛ロ→口総古IHこ4~5条の沈線
(内)口縁部被位・胸部縦位ミガキ(底)砂底

(外)縦佼・斜位ナデツケ状iUIJ毛白→口縁
tHIに3条の浅い沈線、(内)横位・縦佼ミガキ
(底)砂底、内外に積み上げ浪跡、明日緊。

備考

色調(外)明潟~灰潟(内)
灰柄、二次火熱、煤付着

色調(内外)亦尚~灰潟
一二次火熱、煤付着
1・2とも焼成良好

lOcm 1:3 
第48詔 S 140竪穴住居出土遺物(1)

つ山
内

h
u



第 1前i 検出j章構と出土遺物

53 

、立斗JS2

番号 出土位置 f!部IJ・器種 口径 底径 務局 文様・調書き 備 考

52 SI40P51 :t師器・銭 14.5 5.2 19.2 
(外)縦位ケズリ、(内)横位へラナデ 3-5聞の砂位多〈含む
(底)ナデ、焼成良好、二次火熱 色調(内外)暗赤褐~時総

S3 S140カマド :t締{，，~・3業 (外)縦位ケズ J)、([-"1)筏佼ヘラナデ 色謁(内外)明潟、砂粒多

54 
S140P20- 土師器.re子 10.9 I 6.3 I 12.0 (外)縦簾状位圧ケズリ、(内)横位・斜位ヘラナデ 色二調次火(内熱外)日月潟
23・25・29 N・土器 把子長(約6)、径3.3 (底) 夜、把手中空・断i亙円形

55 SI40Pl・2
土獅~・把手 13.Q I 7.7 I 13.2_ (外)縦位ケズ J)、(内)ナデ、(底)砂底 色調(内外)黒褐~一普暗褐
付土器 把子長(約5.5)、後3.8 犯子中空・断面円形、5より{下り稚拙 :煤・ター1レ{寸

。
1: 3 lOcm 

第49図 5 I 40竪穴住居跡出土遺物(2)
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調査の記銑

56 

第4章

営情1J1

官

解主主吉台 60

BG  

c

寸
P 子

n
M
M
ψ
 

A
 。

守

番号 出土位置 全長 刃音11長 刃部板 機l阪 {総考

56 SI，10M19 (32.0) 24.3 3.3 0.5 刃先一部欠損

57 SI40M24 (20.1) 16.7 2.0 0.4 椋-~~欠援

58 SI40M36 (4.8) 1.2 0.3 刃部のみ

59 SI40M37 16.4 7.7 1.6 0.3 木質柄残存

60 SI40M33 (10.5) 脳1ふ隠さ0.8、断両長方形
帥

61 SI40M15 (10.0) 騒3ふ厚さ2.2

62 SI40M35 10.5 幅2ム!手さ0.2，主J3本(長さ2.8)、木質一部残存|

63 SI40Q34 長さ11.4，幅広7厚さ5.0、翻4lii.09守 砥石(4融問)1

64 MJ52M1251 (6.5) ~い.3 12点儲かー

自木質部回鉄

ノて〉、

o 
S 140竪穴住居跡出土遺物(3)(64を除く)

- 64 -
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第 1Uii 杉tl-H遺構と IU土泣物

番号 出土位置 開別'r.ifji唱 口径 底径 器品 文様・調整 備考

65 SN38P01 J察文士器.~ (外)3本l組みの鋸歯状刻文(内)繍佼ミガキ 色調(内外)赤禍

66 SN38P1243 土師器・t!l¥ (外)ケズリ、(内)横佼ナデ、二次火熱 色調(内外)赤縞

67 SN38 上丹市i器・袈 (外)ケズリ、(内)ナデ、焼成やや不良 色調(内外)縞~明溺

68 SN38P1243 土師器・愛 (外)横ナデ→縦佼ケズ 1)、(内)ナデ 色調(内外)明尚

69 籍確トレンチ 土師{.~・杯 13.4 6.3 5.2 (内外)ロク口、(底)回転糸切り 色調(内外)明掲~赤禍

70 範確トレンチ J:師器・杯 5.8 (5.2) (内外)ロクロ、(底)回転糸切り 色調(内外)明偽~赤禍

71 P1327 日原~・ 5晃 15.0 6.5 16.7 (外)紹1.5前後の粘土紐積み上げ→ナデ? 色調(内外)協~I培潟

(内)ナデ、(底)砂底 二次火熱、煤{守若

72 P1250 土師器・斐 (外)斜位ケズ 1)、(内)11乏いナデ 色調(内外)赤尚

73 P839 i一日開・幾 (外)ケズ 1)、(内)ナデ、二次火熱 色調(内外)明筒

74 P838 上脚質・;J;J11 ? 外f壬3ふ i弓筏1.7 (外)ケズ 1)、(IAj)ナデ、二次火熱 色調(内外)赤潟

75 表保 須恵器・壷? 扇部破片、(外)浅いi尤線、(内)筋状の横ナデ 色調(内外)青灰

。
l:3 lOcrn 

第51図 SN38焼土遺構及び周辺出土遺物
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古今擦文土器

@土師器輩
。土師器f不

(番号は遺物番号に対応する)A 鉄製品

器

第 4章調査の記録

70 。
u 69 0 
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沢1A

54 

53 

52 

51 

50 

MK MJ 

(A~Dは第 3 図基本層位図観察地点)

E 

D 

F 

マ74
(;j;j口)

沢1B

5m 

:量71

MI MH MG 

0
1
1
 

1:200 

(沢lと竪穴住居跡、の位置関係)

n
u
l
l
-

1:100 

第52国 沢1内における平安時代の遺物分脊図
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3 時期不明の遺構

所属時期の不明な遺構は、焼土遺l脅:1 jZ寺状遺構

瓦)17条である。 遺構の確認萌は I層中か下面であり、遺

構底WIはSD02・34、SD21・23・26・36を除き、地

111?斬移層面で、ある。いずれの遺構ーとも遺物は出土しな

かっ fこ。

(1) SN14焼土遺構(第24図)

調査区東部北間側、 MH54グリッドで焼土と白色粘

土の分布を確認した。 SD15と し、これに切られ

る。長さ1.3m、I1届1.1m程の不整形を示す。焼土の摩

さは12cmで‘ある。

( 2 )滞状遺構(第 4・53・54図、図版18)

SD02.34 (第53図、図版18)

調査区中央部東端で確認した。北東一南西方向に延

び、南端は段丘産に、北端は沢 1に落ち込む。全長27.

8m、rl届O.25~O. 55cmであり、一部で二重 (SD と

なる。確認面からの深さは最深

で30cmで、ある。

SD21.23.26.36 (第54図)

調査区東部で確認した。 5本

の溝がSD02・34と同様北東一

南両方向に延びる。断続的では

第53関

-67 -
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第 4主主 調査の記銭

あるが一連の施設と考えられる。各溝

の法量は、北から SD21で長さ3.3m、

I隠0.55-1.1m、深さ0.3m、SD26で

長さ 6.5m、 幅0.35-0.73m、深さ

20cm、SD36で長さ1.35m、I臨0.4m、

深さ 0.18m、 S D23-1で長さ1.85

m、i揺0.45m、深さO.lm、SD23-2 

で長さ3.65m、幅o.4-0.55m、深さO.

13mである。

5 D 1 5 (第24図)

調査区東部北西隅、 MH. M 1 54グ

リッドで確認した。 SD28、SK27、

S N14と重複し、それぞれを切ってい

る。東西方向に延び¥長さ5.3m、幅O.

25-0.5m、深さ0.25mである。

S D 2 8 (第24図)

調査区東部北西稿、 MH54グリッド

で確認した。 SD15と重複し、これよ

R 

22 

4
2
i
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伝記
♀69.60h-JZ 
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1 黒悔色(lOYR2々 )締まり弱、地山粒子やや多〈含む

2 暗掲色(lOYR3/3)地rll粒子やや多〈含む

ゆ

以SD36

ーで工ア一

~アー

よ69.90Om L 
-一℃くジー

SD26・36
1 黒褐色(lOYR3/2)

2 暗褐色(lOYR3/3)締まり弱、地山粒子斑状に多〈含む

3 暗溺色(lOYR3/3)地山粒子斑状に多く含む

日 SD23-1
ニ=-70.000mr)，  ...:'::= 

m 2 1 

N
二

お

h

d

D
叩
口

S
社
一

M
二

SD23 

1 黒褐色(10YR2/2)

2 暗褐色(10YR3i3) ? 1  :制断頭は 1:40) 4im 

第54図 5021-23-26.36溝状遺構
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第 l節検出遺構と出土遺物

り!日い。 SD30同様南北方向に延び、長さ2.6m、幅0.2-0.25m、深さ0.3mである。

S 0 3 0 (第24図)

調査区東部北西[1高、 MH54グリッドで確認した。南北方向に延び、北端は調査区外に至る O

B在言まできる一長さ1.3m、i幅0.1-O.25m、j菜さO.17mである。

S 0 3 2 (第 4図)

調査区東部東側、 LS51・52グリソドで確認した。南北方向に延び、長き 2m、幅0.2-0.35

m、i隔0.15mで‘ある。

504 9 (第 4・27図)

調査区中央部西側、 MR53、MS53・54グリッドで確認した。端々を結んだ直線距離は 6m

となるが、北端から南に約4.2m延び¥ここから東に向きを変え2.9mで東端に至る。 r揺は0.2-0.

3m、深さ0.18mである。北端部でSK59と重複しこれを切る。

S 0 5 3 (第 4図)

調査区中央部西側、:1¥1S 53グリッドで確認した。北西一南東方向に延び¥東側に隣接する S

D49と一部併行する。長さ1.6m、!幅0.25-0.35m、深さ0.32mである。

S 0 5 4 (第 4図)

調査区中央部西側、 MT53グリッドで確認した。東西方向に延び¥長さ1.6m、I幅0.25-0.35

m、深さ0.15mである。

S 0 6 7 (第 4図)

調査区中央部南側、 MK-MM47グリッドで確認した。東西方向に延び、長さ5.4m、幅0.35

-0.55m、深さ0.2mである。

S 0 6 8 (第53図)

調査区北東部、 MK53・54グリッドで確認した。 SD02と交錯するが新|日は不明である。およ

そ東西方向に延び、緩い ISJ字状を示す。長さ4.9m、幅0.2-0.33m、深さO.3mである。南

東端は沢 1に落ち込む。

S 0 6 9 (第25図)

調査区中央部西側、 MT52グリッドで確認した。 SK50と し、これを切っている。東西

方向に延び¥確認できる長さ 1.35m、i幅0.15-0.28m、深さ0..05mである 0

S D 8 8 (第 5. 35図)

調査区西端部、 NL. NM57、NM58グリッドで確認した。 SK86と重複しこれを切る。

およそ南北方向に延び¥北端は調査区外に及ぶ。確認できる長き約 6m、幅0.25-0.7m、深さ

1.15mである。

ハコρhu
 



第 4章調査の記録

第 2節遺構外出土遺物

上野遺跡で出土した遺構外の遺物は、縄文士器、石器、弥生土器、土師器、須恵器などがあ

る。この内、平安時代の遺物については、前節で検出遺構と共に紹介をしてあるので、本節で

は縄文~弥生時代の土器、石器について報告する。

1 土器(第56-59図、図版26・27)

本遺跡では、 600点余りの縄文~弥生時代の土器片が得られている。これら土器を一覧して、

胎土、文様等から大きく 3つに大別できる。

1群土器:縄文時代前期初頭~前葉の土器。

第II群土器:縄文時代中期後葉~後期前葉の土器。

第III群土器:弥生時代後期の土器。

いずれの資料も破片であり、全体の形状を復元できるものはない。各群の出土比率は、第 I

群と第II群で、約 6 4、第III群は 1個体(2片)のみである。

第 i群土器(第56図76-第57図106、図版26)

縄文時代前期の土器群である。基本的に胎土には繊維を含む。内面にはD類を除き、過半数

の個体に煤状炭化物の付着が認められる。

A類 (76-82)は、内外面に縄文が施されている土器である。口縁部資料76-78は、口唇部

にも同一原体による圧痕が認められる。 78、79は、口縁部に横走する縄文を、服部には縦走す

る縄文を配している。 76-79は器厚が比較的薄〈、暗褐色系の色調を塁している(1種)080-82 

は、 1種に比較するとやや厚手で、赤褐色系の色調を呈する(2種)という相違がある。縄文

原体はRlがRL、他は LRである合

日類 (83-85)は、外国が縄文、内面が条痕をもっ土器である。原体は LR、胎土にはA類

より多くの細砂粒を含み、 A類 1種に似る。色調は外面赤褐色、内面目音褐色を示す。

C類 (86-95)は、外面にのみ縄文が施されている土器で、ある。 86は外面、口唇部の施文手

法からA類 1種に近似する。 92、93は胎土に多量の金雲母と少量の繊維を含んでいる。 951土、

底部近くの破片であり、丸底を呈すると思われる。旬、 95の内面には煤状炭化物がび、っしり付

着している。本群土器の中では出土量が最も多い。

。類 (96-106)は、外国に撚糸が施文されている土器である。 A-C類より多く繊維を含ん

でいるように見える。縄文原体は105、106がR、他は Lである。口唇部はほぽ平らに面取りさ

れ、方自文方向を変えることによる口綾部文様帯が形成されている。 100~104と105、106はそれ

ぞれ同一個体と思われる。色調は、灰褐~灰白系を示す。
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第 2節遺構外出土遺物

以上第 I群土器は、沢 1B (Dブロック、第54図による、以下回)とこの東側Bブロックの

2箇所でやや集中している。調査区中央部では全く分布せず、西端部N158グリッドに数点認

められるのみである。類別では、 A類が沢 l内のDブロックにその分布が限られる。 C類はD.

B-1ブロックで、 D類は B-2ブロックに集中し、 Dブ口、ソクと西端部N158グリッドにも

少例分布する。

第 11 群土器(第57図107~第59図 140、図版27)

縄文時代中期~後期の土器群である。

A類 (107~ 114)は、降線を多用する土器である。 107は、大型の弁状突起に円孔を持つ。陰

線上には箆状工具による細かい刻みが、陸線開には連続する刺突が加えられる。 108は、経総上

に縄文圧痕 (RL) が密になされている。 109~111は、同一個体の可能性がある。 112の内面に

は楕円形の盲子しがある。地文 (RL + L R羽状)に隆線を貼付しており、口唇部の隆線上にの

み半裁竹管による iCJ 字状の実rj目が入れられる。

B類 (115~125)は、沈線を多用する土器である。 115は、山形突起に小さなボタン状の貼付

がなされ、口唇部にも細い降線が付される。基本的に 2本 1組みの沈線で文様を構成している。

119は、折り返しの口綾部上に縄文 (LR)庄痕がなされている。 123は、頂部がやや窪む小さ

な突起をもっ土器である。無文の地に 2本 1組みの沈線が描出されているの 124と125は地文 (L

Ri上に平行する沈総が6段以上見られる。

む類 (126~130) は、折り返しあるいは肥厚する口縁上部に縄文 (LR) が施文される土器

である。縄文以外の手法は認められない。 126~128は、折り返し口縁上に縄文を回転施文し、

129、130は、肥厚する口縁上部に縄文を押圧している。

お類 (133~140) は、縄文あるいは条痕のみの土器である。 139、140は同一個体であり縦方

向の条痕が認められる。 133は推定口径12cmの小型の深鉢形土器で、ある。小さな山形の突起は 4

単位と思われる。内外面とも二次火熱を受け、煤状炭化物が付着している。

以上第II群土器は、調査区東端部の諜地 (Aブ口ソク)に集中し、調査区東部~中央部にも

点在する (B. CブロックLC類はAブロックのみで検出されている。逆にA類はAブロック

内には分布せず、 Bブロックと西端部 (NE56グリッド)に点をしている。また B類はA ・B.

Dブロックに分布し、これ以西では確認できない。

第川群土器(第59図141・142、図版27)

弥生時代後期に帰属すると考えられる土器である。調査区中央部と東部の接点、 MH46グリ

ソド I層 (Fブロック)から出土した 2点(同一個体)のみである。 141、142は、日縁部に縦

位施文された細い撚糸 (L)と口唇部には指頭様押圧が付されている。外面に煤状炭佑物が付

している。

1
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長見詰雲量一
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第 2節遺構外出土造物
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第5911f! 遺構外出土土器(4)一

2 石 器

本遺跡で出土した遺構外の石器類は680点余りである。この内、剥片の占める割合が多く全体

の約86%を占める。定形的な剥片石器、礎石器の出現率はそれぞれ約 7%である。

石器の分布は調査区東部に集中しており、中央部、西端部には極めて疎らに点在するのみで

ある。

( 1 )剥片石器(第60~64図、図版28)

定形的と見られる剥片石器には、石鍛 (143~ 148) 、尖頭器 (149~155)、石槍 (156)、石匙

(157 ~ 173) 、石箆 (174~178) 、掻器・削器など (179~185) がある。若質は、石鍛144、若匙

165がチャート、¥有匙162が玉髄である以外l士、頁岩であるロ 175、179、183は緑色を早守する

のようである。

石匙は、定形的な石器の内で最も検出点数が多い。 17点出土している。形態的には全て縦形

である。いずれも同様な調整剥離技法によって製作されたと見られる。正面の稜糠は中央より

右よりに位置し、調整剥離の傾斜度が異なることを示している。また背面は素材面を大きく残

していることも共通項として挙げることができる。

剥片石器の分布は、百鎖、尖頭器、石槍は、およそ調査区東部Bブロック内にに限定きれる

のに対し、石匙はこれらより広く分布している。調査区東部 (Bブロック 8点、 Aブロック 2

点)を中心に置くものの、沢 1内 (D. Eブロック 5点)、中央部(2点、第55図上162・166)

にも分布が認められる。沢 1出土の 5点は、いずれも沢底面か産上 (III-c層)で検出されて

いる。
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第60簡遺構外出土石器(1) 

153 

154 
〈三三〉

哲子号 出土佐霞 長さ 厚さ 重量

143 LT52Q146 2.2 1.3 0.3 0.84 I 
144 LT54Q128 2.4 1.4 0.5 0.96 

145 LQ51Q1l93 3.5 1.2 0.4 1.31 

146 MB53Q79 (3.0) 1.7 0.4 (1.23) 

147 MG49Q386 4.0 2.6 0.6 7.16 I 
148 ME49Q288 4.9 2.4 0.5 6.41 

149 MB53Q97 3.5 つ“・つ“ 0.9 5.34 

150 LT52Q148 3.9 1.7 0.7 3.95 

151 MB54Q667 3.8 2.1 1.1 6.52 

152 
MC51Q391 

5.1 2.4 0.9 9.21 
MD51Q353 

153 LT54Q129 4.5 3.3 1.0 10.28 

154 MC53Q613 5.5 2.9 0.8 13.10 

155 MA51Q364 6.4 3.0 1.1 16.28 
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第 4主主 調査の記誌
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第61函遺構外出土石器(2)

161 

可

164 

番号 出土位霞 長さ 申話 i享さ 重量

156 MC51Q352 10.0 3.1 1.0 31.85 

157 MG53Q1079 9.5 2.5 0.9 17.57 

158 MA54Q413 5.8 1.8 0.7 5.47 

159 MH49Q433 7.0 2.3 0.7 11.70 

160 LQ52Q1316 6.2 3.3 0.7 10.91 

161 LT49QG24 8.2 2.3 0.7 9.96 

162 MM51Q772 5.3 2.6 0.7 14.95 

163 MB51Q447 6.7 2.7 0.6 11.18 

164 MA49Q307 6.6 2.7 0.8 15.18 

165 MC49Q287 (3.9) 3.7 0.4 (7.42) 

78 -



ピこごと斗
169 

〈ここ〉
170 

紅白
関I¥u 
~{X 

ζミ

5cm 

4 こ二二三〉

〈こご〉

166 

172 

ζこご〉

〈こご〉

167 

第 2章治構外出土遺物

168 

番号 出土位置 長さ 厚さ 重 量

166 M049Q239 9.0 3.3 0.7 21.14 

167 MH50Q434 9.3 3.1 0.8 18.44 

168 MA50Q297 (6.4) 2.3 0.6 (11. 96) 

169 MB53Q921 7.5 2.9 0.8 13.43 

170 LQ52Q1318 5.2 2.1 0.5 6.02 

171 ME53QSS3 10.4 2.9 0.7 22.63 

172 LS51Q1l44 8.2 2.6 0.7 14.95 

173 MG53Q1070 (4.0) 1.6 0.8 (4.65) 

第62箆遺構外出土石器(3)
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第 2fu'j 遺構外出-土造物

番号 出土f立母 長さ 申話 厚さ E童蚤

186 MA53Q497 13.7 8.7 5.8 855.21 

187 MI51Q1254 17.5 5.7 4.9 632.28 

188 NL581II 13.3 7.7 2.3 338.86 

189 MH50Q1341 (6.'1) 5.2 2.3 014.77) 

190 MD48Q252 (9.8) 5.2 2.9 (226.02) 

191 MB54Q912 9.7 9.5 6.4 864.49 

192 MB54Q700 12.1 7.4 4.2 542.51 

193 MC51Q522 17.9 16.3 ワ2.5 619.75 

194 LQ52Q1l62 37.0 26.2 9.0 9450.00 

番号 出土f立鐙 長さ 市長 !享さ 重 f量

181 MA53Q9 5.6 3.4 1.4 25.75 

182 MG54Q900 9.8 4.3 54.04 

183 MA52Q476 7.2 4.9 1.6 51. 73 

184 LS53Q199 4.8 3.9 1.4 26.30 

185 MD52Q619 6.0 5.9 1.4 49.04 

第64関遺構外出土石器(5)
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第 2節 j立構外出土泣物

( 2) {~~~I 器(江}65[zl)

nu"-したj探イi器には、 J察石(186-188)、 (189 ~ 191)、石血・ (193、 194) があ

る。 192(土、引と jlfjイ1グ)]，1両要主をもっ。

これら際イ，-ftg:の分イ!J"i，士、 188を除き調査区東部に限られる。 186、187は沢 I内 (Eブロック)

lI'， ~I: であり、 187は氏TYlîn'l.Jこから得られているのなお擦石、広三石の区7J1jについては、協和町上ノ

111 II の報7177書における棟石探知ーの項(下巻 P293) を参J!告いただきたいG

(:)) :i立物の分布と遺稿との関係

該知!のj引をlの分布範[Tf:]と j立椛の配置を見ると、必ずしもそれが合致していないことに lつの

特徴があろう。すなわち遺構は、調査区1[1央部から西端部に集中するのに対し、遺物は遺構分

のな沢 1を台む調査1;'(東部にその1=1:1心を置いている。このことは、「縄文時代の上野」の

性格を推定していく 1:で大きな意味をもっ反面、土坑等の構築時期を不明瞭にしている。

二 I"_tt;~からはた時期jは、大きくは出JJtH前葉と中期j後葉にピークをもっO 第55~の段IlUj二地点

凶を見ると、 tIIi者は沢 1)えびそれ以東 (B・D.Eブロック)を中心として広〈粗く分布し、

一方後者は束端部 CAブロック)に集中し、 B.Cブロックにも点在しているが、沢 1内には

殆ど入り込んでいない。このように両者の分布の関係は一部、 Bブロックでの重複が認められ

るが、大略的には時期的な分布の偏りと読み取ることができるかもしれない。

これに石器の分布範囲を重ねてみると、石倣、尖頭器、石槍類は 1点(若鍛145)を除いてB.

Eブロック内で11¥土し、石匙は Bブロックに中心を置くものの沢 1内、調査区中央部でも出土

している。中期のごl~_*誌が集中する Aブロックでは、これらの石器が殆ど確認できないことから、

際石器(特に擦石)を含めてその帰属は、前期前葉の可能性が高い。

定型的な石器の lご!こIで、点数の多い石匙については、その製作にあたって同じ調整剥離技法が

採用きれている n この様な技法をもっ石匙は「松原型石 tJとも呼ばれ、「早期最終末のー型式

から前期前葉までの数型式の短期間に北海道から東北地域の広範囲にわたって分布している」

とされている。先に述べた石匙等の帰属時期の可能性を高める裏付けとなろう。この技法をも

っ石匙は一卜到r遺跡の周辺でも、山王岱遺跡(第 3次)や上聖遺跡で出土例がある。

また Bブロックでは、 500点以上の石器が確認されているが、その大半は剥片で占められてい

るη 一般的な考え方では、この場 (Bブロック、径約25m) で石器の製作がなされたと推定で

きょう。一方で‘明確な石核が存在しないことから、ここで、の機能が停止した段階で石核を他所

へ運び出したと思われる。

註 1 秋社I!早教育委員会「上ノLlIII遺跡[f'東北横断向動車道秋田線発掘調査報告書11"n1988 

(昭和63年)

註 2 秦 昭繁「特殊な剥離技法をもっ東日本の石匙一松原型石匙の分布と製作時期について 」

第76巻第 4号 P 22 1991 (平成 3年)

83 



議己章 自然科学的分~t庁

第 5章 自然科学的分析

第 l節炭化材の樹種間定報告

上試料

上野遺跡は、大館市池内字上野の沢の途中に舌状に張り出した平坦部に位置する。遺跡から

は、平安時代に属する焼失した竪穴住居跡が 1軒検出された。試料は、この竪穴住居跡から出

土したNo.1(2U N S 1 40 R C 28 911031)とNo.2(2UN S 140 R C44 91107)の炭化材

2点である。出土状況から住居の構築材と考えられている。

2. 方法

試料を乾燥させたのち木口・征自・板自の 3断面を作製、走査型電子顕微鏡(無蒸着・反射

電子検出型)で観察・同定した。同時に電子顕微鏡写真図版(図版 1)も作製した。

3.結果

試料はNo.1がイヌエンジュ属の一種、 No.2がカツラに同定された。試料のおもな解剖学的特

徴や現生種の一般的な性質は以下のようなものである。なお、一般的性質などについては「木

の辞典第 l巻、第 3巻J (平井、 1979) を参考にした。

-カツラ (Ceridiphyllumjaponicum) カツラ科

散孔材で、管孔は単独または 2-3個が複合、分布密度は高い。日免材部へ向かつて管径を漸

減させる。横断面では多角形、管壁は薄い。同管は階段穿孔を有し、段 (bar)数は20以上、放

射組織は異性II型、 1-2細胞幅、 1 -30細胞高。柔組織は散在状。年輪界はやや不明瞭。

カツラは北海道から九州、lに自生する落葉高木である。カツラ属にはこのほか、本州北中部の

亜高山帯に分布するヒロハカツラ(C. magnificum)がある。カツラの材はやや軽軟で、割裂

性は大きく、加工は容易、強度・保存性は低い。大径木が多く、欠点が少ないため、各種の道

具・器具・木地ー家具・建築・彫刻材などに用いられる有用材の一つである。

-イヌエンジュ属の一種 (Maackiasp.)マメ科

環孔材で、孔圏部は 1-4列、孔圏外でやや管径を減じた後、多数の道管が集まって接線方

向、斜方向に複合し、木口面で帯状の模様、をつくる。 道管は単穿孔を有している。小道管は階

-A当。。



第 1節炭化材の樹種同定報告

層状に配列し、内壁には螺旋肥厚が認められる。放射組織は異性III型~向性、 1 ~ 8細胞幅、

1 ~80細胞高。軸方向柔組織は、周囲状およびターミナル状。年輪界は明瞭。

イヌエンジュ属には、シマエンジュ (M.tashiroi)・イヌエンジュ(lV1.amurensis var. 

buergeri)・ハネミイヌエンジュ (M.tloribunda)の 3種が含まれる。いずれも落葉低木~小

高木で、シマエンジュは本州(和歌山)・四国・九州、1.琉球、イヌエンジュは北海道・本州(中

部地方以北)、ハネミイヌエンジュは本州(中部地方以西)・四国・九州に分布する。このうち、

イヌエンジュの材は、重硬で強度が大きく耐久性も高い。加工はやや困難で、あるが、床柱・農-

呉等の柄・漆器・彫刻・薪炭材等幅広い用途がある。

4.考察

出土した建築材は、イヌエンジュ属とカツラであった。イヌエンジュ属の建築材としての報

告は全国を見てもほとんど知られていないが、材の強度等を考えるととくに問題のある用材で

はない。カツラは、県内からの出土例は知られていないが、本遺跡に比較的近い青森県黒石市

の板留遺跡では一つの住居跡から出土した丸太材や角材の半数近くがカツラという報告がある

(嶋倉、 1980)。青森県内では多くの遺跡で建築材等の同定が行われているがカツラが多く出土

しているのは板留遺跡だけで、他はクリやコナラ節、スギ等の樹種が多く用いられているよう

である。

本{主居士IIで同定を行った試料は 2点のみであり、今回の結果から本住居祉の用材の傾向や他

遺跡の結果との比較を行うことはできない。また、イヌエンジュ属とカツラという強度に違い

がある 2種の材が出土していることは、材の強度による使い分けがあった可能性もあるが、今

回の結果からはわからない。平面図を見ると、他にも炭化材が出土しているので、今後これら

の炭化材についても同定を行いさらに資料を増やす必要がある。

文献

平井信二 (1979)木の辞典 第1巻、第 3巻.かなえ

嶋倉己三郎(1980)板留(2)遺跡から出土した炭化材の樹種 I板留遺跡 発掘調査報告書」

青森県埋蔵文北財調査報告書第59集 付編P.1 -2.青森県教育委員会，

戸

h
doo 



第 5窓 口然fヰ乍的分析

図版l 炭化村町制微鏡写真

L方γ予{地2) • (本口) x35. b (値目 Ix70.c (阪目 )xill 

2.イ1エンジ品局内一純(Snn・x35，b，70. c .70 

時 86-



第 6:Eままとめ

G主主 まとめ

上野遺跡の発掘調査で得られた資料は、遺構として、縄文時代の竪穴住居跡13軒、屋外炉(焼

土遺構) 5基、土坑・フラスコ状土坑73基、溝状遺構 1条、平安時代の竪穴住居跡 1軒、焼土

遺構 1基、及び時期不明の焼土遺構 1基、 j藷白状遺構17条の計112遺構である。また遺物は、縄文

時代前期~後期・弥生時代の土器・石器(剥片石器、!諜石器、磨製石器)、平安時代の土師器(窪、

午、 把手付土罰則、須恵器(牽)、鉄製品(小刀、万子、穂捕具様の手鎌など)、ノ石製品(砥若)、

土製品(フイゴ羽口)、及び、擦文土器(斐)が出土している。本章では縄文時代と平安時代の遺

構と遺物について若干のまとめを行い、本報告を終了することとしたい。

1. 縄文時代の遺構と遺物

( 1 )竪穴住居跡の時期と類例

竪穴住居跡は、床面あるいは床面直上出土土器から SI位、 SI 10、SI 18. 19については、

時期差は考えられるものの中期後葉~末葉の枠内に収めることができる。隆帯に沿って刺突文

の施される SI 18・19出土の第16図5は、小坂町はりま館遺跡EIII区(中期末~後期前半)、二

ツ井町龍毛沢館跡SI04 (後期初頭)などに類例がある。また S180は、破片資料のみである

が、中期後葉~後期前葉に位置すると思われる。一方S1110は、埋土中に前期前葉、中期後葉

~後期前葉の土器が混在する状況(第14図)にあり、構築時期の特定は困難で、ある。住居の形
(設 3) 

態から見ると、 2段構造をもっ竪穴住居跡は、 小坂町はりま館遺跡AIV区S1332 (前期、円

館下層 d2式)や能代市杉沢台遺跡(円筒下層C'D式)で検出例がある。 S143・55は、土器

の出土がなく所属時期不明である。なお、竪穴住居跡の形態的特徴からすると、 S143は、

野と同時期に調査が実施された山王岱遺跡(第 3次)S 1 189に規模、炉の形態など類似点が多

し'0

( 2 )土坑の分布・形態書類例

73基確認された土坑は、主に調査区西端部に集中する Q しかも袋状・フラスコ状を呈する土

坑は、ほほ調査区中央部西側以西にi浪られる。構築時期については、出土遺物が極端に少なく、

言及の材料に欠くが、土器では SK78確認面で後期前葉の深鉢形土器が、また SK81、SK82 

埋土中位より前期前葉の土器片が得られている。この点と、遺構外出土土器から調査区西端部

では、土坑の下限時期を後期前葉に求められ、主として前期前葉あるいは中期後葉の構築と想

定できる。

。。
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また、土坑の形態にはパラエテーがあり、坑底面からの掘り込みの有無とその形態で次の 6

タイプに類別できる。(第20図模式閣参服)

( a )二二掘り込み等なし。

( b )二底面中央に 1本の柱穴状の深いピットあり。 1

(c) =底面ほほ中央に基本的に l本の浅いピットあり。 10基。

(d) =底面に(c )より小規模な浅いピットが複数あり、数字はその本数。 2品。

( e) ニ底部に小土坑様の深い掘り込みあ 1) 2 

( f )こ底部に小土坑様のごく浅い掘り込みあり。 4

( b )タイプは SK117のみであり、断面形態と併せて「陥し穴」を想定できる。この種の円

形の陥し穴は、米代JlI流域では、小坂町はりま舘遺跡AI・II区、同EIII区、鹿角市太田谷地

館跡(2次)、鹿角市下乳牛遺跡などに類例がある。大館市内では1991年に調査された上聖遺跡

で 1基の類例がある。

( c )タイプは、断面形が袋状もしくはフラスコ状を る比較的大型の土坑底面ほぽ中央

に浅いピットをもっ。(b )タイプの様に柱穴状の深い掘り込みは認められず、深さの平均8.5

cmで、ある。向種の類例は、大館市上ノLlJ1遺 跡 (2次) (前期後葉)、比内町横沢遺跡(中期後

葉)、鹿角市大湯環状手Ij石屑辺遺跡(後期前葉)、鹿角市太田谷地館跡(1次)などに求めるこ

とカfできる。

( e )タイプは、土坑のなかに小さな土坑が掘り込まれている形態であり、「子持ち土坑」と

も言える。類例は、小坂町白長根館 I遺跡(後期)、小坂町横館遺跡、鹿角市猿ケ平II遺跡、鹿
(品:15) (J主Hi)

角市北の林II遺跡、鹿角市天戸森遺跡(中期後葉)などにあり、中期後葉~後期の構築例が多

いようである。

その他、(f )タイプは大館市上ノ LlJ1 (2次) S K F241で見られるが、 (d) タイプを含め

て類例は殆どないようである。

土坑、特にフラスコ状・袋状・筒状を呈する比較的大形の土坑は、その縦断面のプロポーシ

ョンが比内町横沢遺跡の土坑に近似している。悶遺跡では、(c )タイプの土坑も 11基検出され

ていることと、地理的距離、時期(中期後葉)を考えれば、両遺跡間の交流、集団の移動等の

想定ができる。

2. 平安時代の遺構と遺物

平安時代の遺構と遺物については、それぞ、れに幾つかの点において特徴的と考えられる事項

が存在する。

( 1 )遺構について

検出遺構は、竪穴住居跡と焼土遺構のみであるが、両遺構の立地に特異性が認められる。沢

88 
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内に立地している点である。竪穴住居跡については、その掘り込み面は必ずしも明確で、はない

が、火山灰(大湯浮石)が降下しその上に、黒色土(1 -b層)が 2~ 3 cm堆積した後と考え

られることから、当時の沢内部の地表面は、沢上部の地表面より 1m前後下がっていたと思わ

れる。従って台地の上から眺めた当時の住居の景観は、屋根の上半分が地面から顔を覗かせて

いるような様を想像できる。

なぜこのような湿気が多く居住には適しているとは言い難い沢内に住居を構築するに烹った

のであろうか。沢上部には幾らでも適地があると思われるのであるが。現場での調査中に感じ

たのは次の 2つのことであった。その 1つは風の問題、他の 1つは生業の問題である。

沢上部での言問斎中には、ほほ毎日のように南の沖積地から吹き上げる強風に悩まされていた。

ところが沢内に入ると風は頭の上を通り過ぎる。この辺りに構築の経緯があったのかもしれな

い。また生業との係わりでは、すなわち竪穴住居跡の南東約3.5mに位置する焼土遺構 (SN 

38)の性格である。本遺構精査時点では、竪穴住岩跡及ぴその周辺部の遺物の存在が未確認で

あったため、「鉄J との係わりを考慮することなく調査を進めていた。その後、竪穴住居跡を検

出し、その中から鉄製品の出土、更にカマド周辺からは鍛造剥片を確認したことから、 SN38 

も鉄生産に係わりのある遺構ではないかと想定するに至ったが、その時には、本遺構は精査を

終了し、この部分を下層に掘り下げていた。そのため、 SN38での鍛造剥片の有無は不明であ

るが、掘り込み、焼土、白色粘土等の状況証拠から、鍛冶炉であった可能性を想定したい。こ

れは周辺出土遺物の中に炉皆、鉄棒あるいは鉄塊が全く認められないことから、製鉄炉もしく

は精練炉とは考えにくく、 SN38の掘り込み規模(長さ62cm、幅40cm、深さ22cm)から小鍛冶

に伴う炉と想定したのである。壁・底面は黒色土中にあるためか焼土化した面は観察できなか

った。このように竪穴住居跡及び焼土遺構が鍛冶に関連ある施設とすれば、この竪穴住居跡は

居住環境を重視するより、風対策を念頭において選地きれた結果とみることもできる。

( 2 )遺物について

竪穴住居跡、焼土遺構及びその周辺出土の遺物は、その分布、出土層位からほぼ向時存在の

資料と見て大過ないと考える。その年代については、遺物の出土した遺構が現在降下年代を10

世紀前半と考えられている十和田 a火山灰(大湯浮石層)を切り込んで構築されていることと、

擦文土器・土師器護の形態・調整、把手付土器の存在などから11世紀代と想定している。

ここでは、まとまった形では秋田県内初見の擦文土器を中心に、その類例と年代について探

って見たい。

上野遺跡で出土した擦文土器は、その分布の中心に位置する北海道の時期区分に従えば、お

およそ擦文文化後期にあたると思われる。しかし上野の土器は、横走する沈線文あるいは鋸歯
(註18)

状の刻文という要素を取り除くと、土姉器そのものである。鈴木克彦氏が、このような土器を
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(土師器と擦文土器) r両者の要素を併わせ持つ、或し、はいずれともつかぬ土器としてJ '01:ー

の土器」、「第四のごl二器」と仮称したことがある。これに従うと「第三のご1:器J は杭北る 1t k:;;~

文土器であり、「第四の土器J 'i横走する沈総と鋸歯状の亥IJ文をもっj:器になる。 -~H_I-_nrlî 出の

ついては、共伴する土15m器とは、 Ij台了!二調繋がI切らかに列なる。この点について

は、擦文土器の発生との係わりからふれなければ、ならない。

ついて菊池徹夫氏は、「操文士号制土器7f~--\~整形j去において、、父なるいート-f:ilj器

、独特の一点稼的な平行沈線や幾何学的玄IJ線丈にはれ/:j:なるい統制丈一上記入

0f~ 6芦まとめ

の伝統を示し、

とりわけ江別式系土器の由ー影を色濃く留めている」といい、その時期は、現どL:では東北地jjで

の土師器との併行関係から 7-Ijt紀後半から 8世紀初頭と見ている。こグの)r時i時寺j期9明]に二!ゴ'lili{{訟;2;と品続'c*が:j崎i

土器(北大式)が接触して新た主な、土器がが、生まれた C 擦文という名は、器n'ri に J案文こ M~I) 毛日が地

文された土器からきているもので、まさに 7・8世紀〆代の土li!ff-r.;):にUi:;垣(I'Jに認められる千法を

取り入れている。

秋悶県内では翠形土器に対しては、 8-1-11:紀後半以降昂1)毛白調柊を地すfijl)t 土iJJIJ: ~}ii~ し、代わって

ナデやケズリといった調整手法が一般的となる。 11世紀に入ると粗し、ヶズリ(ナタケズ 1))の

ヴ

「コA も現れる。一方の擦文土器は、本例に認められるように伝統的な器形、 (席。毛

自)を保守しているのである。土器の腕部のみを見せられると 8世紀代の土師器と見誤る程で

ある。唯一の違いと言えば、 8世紀代には認められないいわゆる砂底を呈する底部だけーであろう。

第66図は.擦文文化後期の主要な遺跡の分布図であ

る。これを基に、本擦文土器の類例を調べると、

県碇ヶ関村古館遺跡(第67図 4、7)、北海道松前町札

前遺跡(同 5、 6)などの遺跡名を挙げることができ
⑧ 上野
A 札前 る。両遺跡とも、仁i縁部に横走する沈椋文のみの文僚

B 古館
C 一本杉 を持つものが主体を占め、札前遺跡では亥IJ文・鋸歯状

の沈線文などの文様をもっ個体の出現率は r4 %強で

U 

o 150km 

しかない」という。古館遺跡も数字(比率)としての

デ、ータはないが、札前例に近叙するであろう。

一方この 2遺跡は、擦文二!二器以外て、も本遺跡との類

似点を抽出できる。それは把手付土器と鉄製品である。

特に古館遺跡では、把手付土器と刀子、穂摘呉様の手

鎌(同報告書では「目釘式手鎌J)に類例がある。また

札前遺跡でも形態はやや異なるものの北海道で唯一の

把手付土器が出土している。

第話回 擦文文化後期の主要遺跡分布図
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第6i図 県内外の擦文土器もしくは擦文の影響を受けた土器
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